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平成27年度町政の基本方針と重点施策

平
成
27
年
度
町
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策

１　
森
の
国
創
生
に
よ
る
定
住・移
住
促
進
、雇
用
創
出
、所
得
向
上
、経
済
活
性
化
対
策

　

地
方
創
生
の
目
標
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
案
」
で
は
、「
潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
形
成
」「
地
域
社
会
を
担
う
個
性
豊
か
で
多
様
な
人
材
の
確
保
」「
地

域
社
会
に
お
け
る
魅
力
あ
る
多
様
な
就
業
機
会
の
創
出
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

地
方
版
総
合
戦
略
で
は
、
①
し
ご
と
づ
く
り
、
②
ひ
と
の
流
れ
、
③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
、
④
ま

ち
づ
く
り
に
係
る
各
分
野
を
幅
広
く
カ
バ
ー
し
、
と
り
わ
け
「
し
ご
と
づ
く
り
」
は
、
ま
ち
、
ひ
と
、

し
ご
と
創
生
の
好
循
環
を
生
み
出
す
重
要
分
野
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」
を
呼
び
込
む
好
循
環
を
確
立
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
好
循
環
を
支
え
る
「
ま
ち
」
に
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ
る
。

　

地
域
の
生
活
環
境
の
確
保
と
地
域
経
済
を
維
持
し
、
き
ち
ん
と
し
た
雇
用
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、「
一
人
あ
た
り
の
所
得
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
」
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

基
幹
産
業
の
農
林
業
を
将
来
に
夢
を
持
て
る
魅
力
あ
る
、
持
続
可
能
な
産
業
へ
発
展
し
て
い
く
た
め

の
構
造
改
革
や
所
得
確
保
に
向
け
た
生
産
拡
大
と
付
加
価
値
向
上
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
農
業
の
継
続
的
発
展
を
支
え
る
農
地
・
用
水
等
の
生
産
基
盤
を
適
切
に
維
持
・
保
全
し
、
老

朽
化
し
た
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
、
耐
震
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、
60
年
ぶ
り
の
農
協
改
革
を
断
行
し
、
農
業
委
員
会
制
度
の
抜
本

改
革
に
も
初
め
て
踏
み
込
み
、
農
業
生
産
法
人
の
要
件
緩
和
を
進
め
る
な
ど
、
多
様
な
担
い
手
に
よ
る

農
業
へ
の
参
入
を
促
し
、「
減
反
」
の
廃
止
に
向
け
た
歩
み
を
さ
ら
に
進
め
、
需
要
あ
る
作
物
を
振
興

す
る
こ
と
で
農
地
の
フ
ル
活
用
を
図
り
、
市
場
を
意
識
し
た
競
争
力
あ
る
農
業
へ
と
構
造
改
革
を
進
め

る
と
し
て
い
る
。

　

本
町
農
業
は
、
生
産
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被
害
の
増
加
や
耕
作
放
棄
地
に
よ
る
農
地

の
荒
廃
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
天
候
不
順
に
よ
る
収
量
低
下
に
加
え
農
産
物
価
格
が
低
迷
す
る
一
方
、

生
産
資
材
価
格
は
高
騰
し
、
生
産
者
の
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
低
迷
す
る
基
幹
産
業
再
生
の
た
め
、
地
域
農
業
存
続
の
鍵
と
な
る
「
農
地
開
発
団

地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
特
産
果
樹
等
の
生
産
拡
大
、
野
菜
団
地
振
興
や
高
齢
者
向
け
新
規
軽

量
作
目
の
産
地
化
に
継
続
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
高
級
和
菓
子
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
協
定
に
よ
る

原
材
料
供
給
事
業
の
推
進
ほ
か
、「
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」
を
柱
と
す
る
循
環
型
、
地
域
内
完
結

型
６
次
産
業
の
振
興
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
。

　

ま
た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
担
い
手
の
確
保
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
・
育
成
支
援
に

よ
る
既
存
特
産
作
目
の
再
生
な
ど
、
農
産
品
を
純
粋
に
「
つ
く
る
」
か
ら
、
い
か
に
「
売
る
か
」
ま
で

を
見
据
え
た
付
加
価
値
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
よ
り
、
一
層
の
創
意
工
夫
を
高
め
て
い
く
た
め
の

農
業
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
。

　

虹
の
森
公
園
か
ご
も
り
市
場
を
農
業
振
興
政
策
・
情
報
発
信
の
中
心
的
な
核
と
し
て
捉
え
、
生
産
者

の
現
況
調
査
と
営
農
指
導
、
集
出
荷
に
対
す
る
支
援
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
還
元
、
さ
ら
に
は
加
工
品
開

発
へ
の
誘
導
な
ど
を
総
合
的
に
推
進
し
、
今
後
の
地
域
農
業
の
あ
り
方
や
６
次
産
業
の
振
興
方
策
を
実

証
し
て
い
く
。

　

生
産
基
盤
の
整
備
で
は
、
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
農
業
者
自
ら
が
農

地
を
守
っ
て
い
く
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
既
存
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と

新
設
さ
れ
た
日
本
型
直
接
支
払
制
度
を
組
み
合
わ
せ
て
、
土
地
改
良
区
の
存
在
意
義
も
含
め
、
農
地
並

び
に
農
業
用
施
設
の
維
持
向
上
、
長
寿
命
化
、
多
面
的
機
能
の
保
全
の
た
め
の
共
同
活
動
を
後
押
し
し

て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
て
農
地
の
流
動
化
を
図
り
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

約
化
、
規
模
拡
大
と
と
も
に
、
近
年
増
加
し
て
い
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
努
め
る
。

　

獣
肉
処
理
加
工
施
設
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
息
吹
と
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
が
一
体
と
な
っ
た
総

合
的
な
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
解
体
処
理
施
設
の
効
率
的
な
運
営
を
図
り
、
処
理
肉

の
商
品
化
・
流
通
販
売
促
進
、
地
域
連
携
に
よ
る
防
護
柵
の
設
置
、
集
落
ぐ
る
み
の
抑
止
対
策
な
ど
、

ジ
ビ
エ
の
普
及
と
鳥
獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
に
努
め
る
。

　

林
業
で
は
、
広
域
基
幹
林
道
や
作
業
道
の
開
設
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
搬
出
間
伐
の
促
進
や
造
林

事
業
に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
な
ど
、
林
業
躍
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
循
環
型
の
森
林
整
備
と
儲
か
る
林
業
へ
の
構
造
改
革
を
進
め
る
。

　

商
工
業
に
お
い
て
は
、
近
年
、
町
外
の
郊
外
型
大
型
店
舗
へ
消
費
者
が
流
れ
て
お
り
、
商
店
街
の
消

費
者
確
保
の
た
め
に
は
、
新
た
な
魅
力
創
造
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
身
近
な
商
業
環
境
の
充
実
や
地

域
密
着
型
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
雇
用
の
創
出
、
６
次
産
業
化
、
所
得
の
増
大
を
最
大
の
目
標
と
し
て
、
工
場
立
地
奨
励
制
度

の
拡
充
、
人
材
の
確
保
育
成
、
事
業
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
新
分
野
進
出
に
対
す
る
支
援
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

　

本
年
１
月
に
立
地
協
定
を
締
結
し
た
化
粧
品
製
造
工
場
の
早
期
操
業
へ
向
け
た
総
合
的
な
支
援
、
さ

ら
に
、
商
工
業
者
や
農
業
者
が
特
産
品
開
発
な
ど
の
６
次
産
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
市
場
調
査
や
販

路
開
拓
、
設
備
導
入
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
、
農
林
公
社
、
誘
致
企

業
、
観
光
施
設
の
指
定
管
理
者
等
と
連
携
協
力
し
て
、
農
林
業
、
商
工
業
、
観
光
交
流
産
業
が
一
体
と

な
っ
た
「
森
の
国
の
産
業
お
こ
し
」
を
強
力
に
推
し
進
め
る
。

　

ま
た
、
ぽ
っ
ぽ
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
薪
ボ
イ
ラ
ー
導
入
事
業
の
推
進
、
駅
前
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
の

整
備
検
討
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
産
業
と
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と

し
た
予
土
地
域
連
携
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
28
年
度
「
え
ひ
め
南
予
博
覧
会
」
開
催
へ
向
け
た

民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、住
民
組
織
等
と
の
協
働
に
よ
る
観
光
交
流
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、グ
リ
ー
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ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
、
関
連
ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
拡
充
な
ど
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
図
る
。

・「
森
の
国
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
と
推
進

・ 「
農
地
開
発
団
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
（
特
産
果
樹
・
野
菜
団
地
振
興
、
６
次
産
業
化
、

源
吉
兆
庵
加
工
原
料
の
生
産
体
制
、
薬
草
な
ど
の
導
入
拡
大
等
）

・
化
粧
品
工
場
立
地
奨
励
制
度
の
拡
充
と
原
材
料
生
産
体
制
、
雇
用
の
確
保
支
援

・
人
、
農
地
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
く
、
集
落
営
農
体
制
づ
く
り
と
付
加
価
値
型
農
業
の
推
進

・
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
、
日
本
型
直
接
支
払
事
業
の
推
進

・
農
家
、
農
地
台
帳
と
営
農
計
画
な
ど
一
体
化
し
た
個
別
情
報
の
整
備
、
活
用

・
虹
の
森
公
園
か
ご
も
り
市
場
等
の
効
率
運
営
、
集
客
力
対
策
、
生
産
集
出
荷
体
制
の
確
立

・
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
連
携
と
効
果
的
防
護
対
策

・
獣
肉
処
理
加
工
施
設
の
運
営
、
資
源
活
用
、
商
品
化
、
ジ
ビ
エ
の
流
通
販
売
推
進

・
食
の
安
全
と
環
境
に
配
慮
し
た
土
づ
く
り
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
整
備
検
討

・
特
産
品
の
生
産
、
農
業
支
援
体
制
の
拡
充
、
耕
作
放
棄
地
対
策

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
、
活
動
支
援

・
県
営
に
よ
る
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
推
進

・
林
業
躍
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
主
間
伐
）
と
施
業
団
地
化
、
集
約
化
、
担
い
手
育
成

・
薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
と
供
給
体
制
、
地
域
通
貨
制
度
等
、
循
環
型
林
業
へ
の
構
造
改
革

・
ぽ
っ
ぽ
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
薪
ボ
イ
ラ
ー
導
入
事
業
の
推
進

・
ア
ウ
ト
ド
ア
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
活
性
化
推
進

・
予
土
線
利
用
促
進
、
総
合
案
内
機
能
の
充
実
、
予
土
地
域
連
携
事
業
の
推
進

・
松
丸
駅
前
周
辺
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
の
整
備
検
討

２　
保
健
福
祉
の
充
実
に
よ
る
健
康
長
寿
の
町
づ
く
り

　

近
年
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
の
進
行
や
生
活
環
境
の
向
上
等
に

よ
り
、
食
生
活
、
運
動
習
慣
が
変
化
し
、
が
ん
や
循
環
器
疾
患
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
生
活
習
慣
の
中
で
も
食
習
慣
に
つ
い
て
は
、
栄
養
の
偏
り
や
食
生
活
の
乱
れ
、
家
族
と
食

卓
を
囲
む
機
会
の
減
少
な
ど
、
改
善
す
べ
き
多
く
の
課
題
が
生
じ
て
お
り
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

　

誰
も
が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の
も
と
、
生
涯
に
わ

た
る
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
生
活
習
慣
病
・
が
ん
予
防
・
感
染
症
対
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、
地
域
医

療
の
確
保
と
す
べ
て
の
町
民
の
健
康
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
介
護

予
防
活
動
の
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
民
健
康
増
進
施
設
等
整
備
構
想
の
検
討
を
行
う
。
特
に

医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
団
体
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、
引

き
続
き
医
師
不
足
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

　

ま
た
、
就
労
形
態
の
変
化
に
よ
り
、
社
会
構
造
が
急
激
に
変
動
し
て
い
る
現
在
、
生
活
支
援
に
関
す

る
町
民
の
意
識
が
高
ま
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
か
ら
子
育
て
世
代
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
み
ん
な
が
お
互
い

に
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
共
に
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
や
す
い

社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
協
力
し

合
い
、
こ
う
し
た
様
々
な
バ
リ
ア
を
な
く
し
て
い
く
配
慮
や
工
夫
を
す
る
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
に
は
、
福
祉
に
関
す
る
地
域
住
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
高
齢
者
等
の
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
強
化
と
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
地
域
に
密
着
し
た
保
育

の
実
施
、
保
護
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
、
子
ど
も
医
療
費
の
無
償

化
、
保
育
料
の
減
免
措
置
の
拡
大
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
検
討
な
ど
、
母
子
保
健
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
切
れ
目
の
な
い
魅
力
あ
る
子
育
て
支
援
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

・
魅
力
あ
る
森
の
国
子
育
て
支
援
の
充
実

・
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充
実

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
検
討

・
障
が
い
者
の
自
立
支
援
と
社
会
参
加
の
促
進

・
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
事
業
の
推
進

・
関
係
機
関
と
連
携
し
た
高
齢
者
等
の
見
守
り
支
援
体
制
と
支
え
合
い
事
業
の
推
進

・
国
保
制
度
、
介
護
保
険
の
変
革
に
対
応
し
た
施
策
事
業
の
検
討

・
町
民
健
康
増
進
施
設
等
整
備
構
想
の
検
討

・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
健
全
運
営

・
地
域
医
療
の
確
保
充
実
と
健
全
運
営

３　
定
住
環
境
整
備
に
よ
る
安
心
安
全
、
快
適
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り

　

近
い
将
来
に
お
い
て
、
南
海
地
震
な
ど
の
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
で
、
住
み
よ
さ
と
安

心
感
の
あ
る
町
づ
く
り
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
防
災
危
機
管
理
に
係
る
内
部
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
・
地
域
・
行
政
と

協
働
に
よ
る
連
携
を
強
化
し
、
自
主
防
災
会
、
防
災
士
の
育
成
と
活
動
支
援
を
行
う
ほ
か
、
各
種
関
係

機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
。
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減
災
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
愛
媛
県
地
域
防
災
計
画
・
町
防
災
計
画
に
基
づ
い

た
、
初
動
体
制
の
確
立
、
避
難
誘
導
・
情
報
収
集
体
制
の
構
築
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
な
ど
、
全
町
隅
々

に
亘
る
有
事
に
対
応
し
た
地
域
防
災
対
策
の
推
進
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
自
治
体
業
務
継
続
計
画
）
を
活
用
し
た

体
制
強
化
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
啓
発
冊
子
の
配
布
活
用
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
が
け
崩
れ
防
災
対

策
事
業
、
治
山
・
治
水
事
業
の
計
画
的
推
進
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
民
間
木
造
住

宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
行
う
。

　

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
で
は
、
利
用
実
績
と
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
地
域
交
通
体
系
の
見
直
し
と
改
革
に

取
り
組
み
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
は
じ
め
、
国
道
・
県
道
・
主
要
町
道
等
の
未
改
良
区
間
の
整
備
、

法
面
・
盛
土
・
擁
壁
修
繕
計
画
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
順
次
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

若
者
等
の
定
住
施
策
に
つ
い
て
は
、
各
種
奨
励
制
度
や
定
住
住
宅
の
建
設
な
ど
、
総
合
的
な
施
策
を

展
開
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、定
住
促
進
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
ほ
か
、自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
や
高
度
情
報
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
町
民
、
産
業
界
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
活
用

検
討
を
行
う
。

・
自
助
、
近
助
、
共
助
、
公
助
の
連
携
、
防
災
訓
練
の
実
施
と
自
主
防
災
会
、
防
災
士
の
育
成

・
地
域
防
災
計
画
を
活
用
し
た
防
災
対
策
の
推
進

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
自
治
体
業
務
継
続
計
画
）
を
活
用
し
た
体
制
強
化

・
要
援
護
者
等
の
安
全
確
保
と
避
難
対
策

・
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
、
治
山
・
治
水
事
業
の
計
画
的
推
進

・
利
用
実
績
と
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
形
態
の
見
直
し

・
交
通
安
全
、
防
犯
対
策
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

・
国
道
、
県
道
、
主
要
町
道
等
の
未
改
良
区
間
の
整
備
促
進

・
予
土
県
境
、
葛
川
沈
下
橋
の
改
修
検
討
、
休
憩
所
・
ト
イ
レ
の
設
置

・
小
集
落
住
宅
払
い
下
げ
事
業
の
推
進

・
法
面
・
盛
土
・
擁
壁
修
繕
計
画
と
橋
梁
修
繕
計
画
の
推
進

・
教
育
施
設
ほ
か
公
共
施
設
、
住
宅
の
耐
震
化
事
業
の
推
進

・
若
者
定
住
住
宅
政
策
の
検
討
及
び
定
住
促
進
計
画
の
策
定

・
空
家
バ
ン
ク
の
設
置
と
利
活
用
検
討

・
高
度
情
報
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
推
進

・
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
検
討

・
広
域
大
型
環
境
施
設
整
備
事
業
の
推
進

・
簡
易
水
道
事
業
の
推
進
・
総
合
的
施
設
、
経
営
の
検
討

・
景
観
計
画
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り
の
推
進

４　
地
域
に
根
差
し
た
心
豊
か
な
教
育
と
歴
史
文
化
の
創
造

　

少
子
化
の
進
行
に
伴
い
地
域
の
児
童
生
徒
数
は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
今
後
、
教
育
水
準
や
教
育

活
動
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
は
、
適
切
で
効
果
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
元
気
に
す
く
す
く
と
育
つ
環
境
づ
く
り
は
、
少
子
化
時
代
の
中
で
、
町

の
未
来
づ
く
り
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

町
の
歴
史
・
文
化
、
身
近
な
自
然
と
温
暖
な
環
境
は
町
の
誇
り
で
あ
り
町
の
財
産
で
も
あ
り
、
今
後
、

町
の
特
徴
を
活
か
し
て
、「
子
育
て
・
子
育
ち
の
町
」
と
し
て
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
の
で
き
る
町
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
、
学
ぶ
力
の
育
成
と
体
力
の
向
上
に
取
り
組
む
た

め
に
、
福
祉
、
教
育
部
門
だ
け
で
な
く
、
行
政
の
様
々
な
部
門
が
連
携
し
て
総
合
的
な
取
組
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
環
境
、
教
育
水
準
の
維
持
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
町
内
に
あ

る
す
ば
ら
し
い
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
、
地
域
の
優
れ
た
特
色
を
生
か
し
た
教
育
を
推
進
し
、
個
性

と
創
造
力
豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指
す
。

　

こ
の
た
め
、
自
然
に
感
謝
し
自
然
と
の
共
生
を
目
指
す
「
人
心
緑
化
」
精
神
と
人
権
尊
重
を
教
育
の

基
本
理
念
と
し
て
、「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
資
源
、
人
材
な
ど
を
活
用
し
、

地
域
に
根
差
し
た
生
き
る
力
を
育
む
た
く
ま
し
い
森
の
国
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
社
会
総
が
か

り
で
取
り
組
む
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
。
特
に
、
小
中
学
校
に

お
け
る
外
国
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
が
安
心
安
全
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
老
朽
化
が
見
ら
れ
る
学
校
施
設

の
改
修
と
西
小
学
校
体
育
館
の
あ
り
方
の
検
討
を
行
う
。

　

人
権
教
育
・
啓
発
に
お
い
て
は
、
人
は
す
べ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
平
等
な
存
在
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

幸
せ
に
生
き
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
基
本
的
人
権
は
、
日
本
国
憲
法

に
も
保
障
さ
れ
、
人
権
を
擁
護
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
も
な
お
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
解
決
は
国
内
だ
け
で
な
く

世
界
的
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
今
な
お
残
る
差

別
の
現
実
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
・
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
の
広
が
り
と
深
ま
り
の
あ
る
人
権
・

同
和
教
育
を
推
進
す
る
。

　

社
会
教
育
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
活
動
の
充
実
や
女
性
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
子

育
て
学
習
活
動
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
「
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
」
を
推
進
し
、
文
化
関
係
で
は
、
史
跡
河
後
森
城
跡
環
境
整
備
事
業
や
重
要
文
化
財
目
黒
山
形

関
係
資
料
の
保
存
・
修
理
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
有
す
る
豊

か
な
自
然
景
観
と
薫
り
高
い
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全
・
活
用
に
努
め
る
。

・
生
き
る
力
を
育
む
た
く
ま
し
い
森
の
国
教
育
の
実
践
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・
小
中
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
推
進

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用

・
防
災
教
育
の
強
化

・
ふ
る
さ
と
学
習
、
体
験
学
習
の
推
進
と
滑
床
英
語
キ
ャ
ン
プ
支
援

・
人
権
・
同
和
教
育
、
啓
発
の
推
進

・
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
教
育
再
生
、
地
方
教
育
行
政
組
織
制
度
改
革
へ
の
対
応

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
推
進

・
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全
と
活
用

・
西
小
学
校
体
育
館
の
あ
り
方
検
討

・
町
民
セ
ン
タ
ー
、
目
黒
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
の
検
討

・
公
民
館
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

・
文
化
的
景
観
調
査
の
推
進

５　
変
革
の
時
代
に
対
応
し
た
行
財
政
基
盤
づ
く
り

　

地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
社
会
保
障
、
保
健
医
療
対
策
に
よ
る
地
方
負

担
の
増
や
高
度
成
長
期
に
整
備
し
て
き
た
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
様
々
な
行
政
課
題
が
出
て
き
て

い
る
。

　

地
方
分
権
改
革
で
は
、
補
助
金
等
の
一
括
交
付
金
化
に
よ
る
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
の
創
設
・
廃
止
・

移
行
な
ど
を
経
て
、
地
方
自
治
体
へ
の
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
、
権
限
移
譲
、
地
方
自
治
制
度

の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
改
革
が
進
め
ら
れ
、
現
在
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
地
方
分
権
改
革
と

し
て
、地
方
の
「
発
意
」
と
「
多
様
性
」
を
重
視
し
た
提
案
募
集
方
式
な
ど
の
取
組
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
に
お
い
て
も
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
る
様
々
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対

応
し
、
地
方
自
ら
が
創
意
工
夫
し
、
継
続
的
で
安
定
し
た
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
様
な
行
政
需
要
に
応
え
つ
つ
も
、
健
全
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

た
め
、
引
き
続
き
、
第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
改
革
に
取
り
組
む
。

　

本
町
の
財
政
は
、
地
方
交
付
税
や
譲
与
税
等
に
依
存
し
、
こ
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
や
す
い
体

質
で
あ
り
、
三
位
一
体
の
改
革
後
は
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
行
財
政
改

革
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
人
件
費
や
財
政
圧
迫
の
主
な
要
因
で
あ
っ
た
公
債
費

が
減
少
す
る
一
方
で
、
地
方
交
付
税
が
回
復
傾
向
で
推
移
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
時
の
危
機
的
状
況

と
比
べ
る
と
財
政
状
況
は
大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
重
点
施
策
、
事
業
計
画
に
対
応
し

た
組
織
機
構
の
改
革
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
材
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
計
画
性
と
段
取

り
、
執
行
力
を
強
化
し
、
成
果
重
視
の
行
財
政
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革

の
検
証
と
再
考
に
よ
る
見
直
し
を
継
続
し
て
行
う
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
集
落
機
能
の
維
持
強
化
や
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
各
地
域
で
自
ら
が

策
定
す
る
地
域
計
画
の
実
践
と
地
域
資
源
の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
中
心
に
、

施
策
の
検
討
、
町
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
集
約
な
ど
民
間
活
力
の
活
用
に
努
め
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ

り
地
域
の
一
体
的
か
つ
自
立
的
発
展
に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
ほ
か
、
本
年
度
は
町
制
60
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
町
民
と
と
も
に
祝
う
各
種
の
記
念
事
業
を
行
う
。

　

さ
ら
に
、
町
民
の
理
解
と
信
頼
を
高
め
る
た
め
、
計
画
的
な
職
員
研
修
へ
の
参
加
に
よ
り
自
己
啓
発

を
強
化
す
る
な
ど
、
役
場
職
員
の
資
質
、
問
題
意
識
と
危
機
管
理
能
力
の
向
上
に
努
め
、
お
も
て
な
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
、
信
頼
あ
る
町
民
満
足
度
の
高
い
役
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
人
事
評
価
制
度

の
構
築
・
導
入
、
公
務
の
能
率
的
か
つ
適
正
運
営
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
整
備
計
画
の
検
討
と
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
改
修
計
画
の
策
定
に
向

け
た
取
組
を
行
う
。

　
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
と
「
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
25
年
５
月
に
公
布
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
」
が
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
順
次
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
遅
滞
な
く
実
施
で
き
る
よ
う
庁

舎
内
の
調
整
を
行
う
。

・
地
方
交
付
税
等
の
動
向
へ
の
対
応

・
地
方
創
生
関
係
制
度
へ
の
対
応

・
行
財
政
改
革
の
検
証
、
再
考
、
見
直
し
検
討

・
重
点
施
策
、
事
業
計
画
に
対
応
し
た
組
織
機
構
の
見
直
し
改
革

・
長
期
総
合
計
画
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
、
地
域
計
画
の
策
定

・
集
落
機
能
活
性
化
事
業
の
推
進

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
）
制
度
導
入
に
伴
う
事
務
事
業
の
推
進

・
遊
休
施
設
、
財
産
の
活
用
と
処
分
推
進

・
人
事
評
価
制
度
、
成
果
重
視
の
行
財
政
推
進

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等
、
有
識
者
会
議
、
民
間
活
力
の
活
用

・
税
、
使
用
料
等
の
滞
納
対
策
強
化

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

・
吉
野
生
支
所
、
公
民
館
の
あ
り
方
検
討

・
町
制
60
周
年
（
平
成
27
年
度
）
記
念
事
業
の
実
施

・
お
も
て
な
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
、
信
頼
あ
る
町
民
満
足
度
の
高
い
役
場
の
実
現

・
新
庁
舎
整
備
計
画
の
検
討
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
改
修
計
画
の
策
定
推
進

・
特
別
会
計
の
健
全
化
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平成27年度当初予算の概要

平成27年度町の予算編成
　平成27年度の一般会計当初予算は、町制60周年、還暦の年を迎えるにあたり、明るい展望のもてる「地方
創生元年予算」と位置付け、各分野での60周年記念事業を盛り込むとともに、各種災害の発生に備えた防災・
減災対策の充実ほか、農林業の再生や企業との連携、観光交流産業の活性化による安定的・好循環の地域産業
構造の創造と、雇用の確保、人口定住・移住の促進、子育て支援、生きがい健康福祉の充実など、地方創生と
町が抱える懸案事項への対処を主眼として編成した結果、前年度比３億8,400万円・12.9％増の33億5,000万円
となったところである。
　歳入の自主財源では、町税が３年に１回の評価替えによる固定資産税の減により、前年度比0.9％減の２億
5,351万４千円、分担金及び負担金は、携帯電話等エリア整備事業に係る事業者分担金が増となる一方、子育
て支援の一環として、多子世帯に係る保育料の軽減措置を拡充することに伴う保育所保護者負担金の減によ
り、22.3％減の2,295万４千円、使用料及び手数料は、町営住宅使用料の増により3.8％増の3,865万４千円、財
産収入は、アマゴ販売額の増収見込みによる生産物売払収入の増により38.9％増の386万６千円、繰入金は、
前年度と同様に、庁舎建設基金積立金3,500万円の財源を、財政調整基金の繰入れによる対応としたことか
ら、前年度同額の3,744万１千円、諸収入は、0.9％増の3,913万１千円、繰越金は、最終の財源調整により2,200
万円の計上となり、これら自主財源の総額は、前年度比３万６千円増の４億1,853万１千円で、歳入構成比は
12.6％となっている。
　依存財源では、地方譲与税及び利子割交付金等の各種交付金（２款～８款、10款）は、前年度決算見込ベー
スに地方財政計画の伸び率等を反映させ、合計では前年度比1,710万円、21.2％増の9,770万１千円としている。
　主要財源である地方交付税は、普通交付税では、国の推計乗率等による試算の結果、町債の償還額減少に伴
う公債費算入額が減額となる一方で、地方消費税交付金等が増収となるため、平成26年度決算見込額に比べ
１千200万円、0.8％減の15億2,800万円程度と推計しているが、このうち当初予算では、すべての財源調整後、
14億9,000万円の計上とし、また、特別交付税については、地域おこし協力隊の増員見込みにより、前年度比1,000
万円増の１億2,000万円としている。
　国庫支出金は、携帯電話等エリア整備事業費補助金のほか、県境休憩所・トイレ整備事業及び道路改良・修
繕事業等に係る防災・安全社会資本整備交付金の増により、前年度比30.7％増の３億1,890万４千円、県支出
金は、携帯電話等エリア整備事業費補助金や森の国ぽっぽ温泉への薪ボイラーの導入に係る森林そ生緊急対策
事業費補助金の増により、16.2％増の２億5,129万円となっている。
　町債のうち、過疎対策事業債は、宇和島地区広域事務組合における熱回収施設等建設事業費や森の国ぽっ
ぽ温泉改修事業費の増により、前年度比２億8,890万円の増、防災対策事業債は、がけ崩れ防災対策事業費の
減により720万円の減、臨時財政対策債は、国の地方債計画の伸び率を反映して982万６千円の減、緊急防災・
減災事業債は、県の防災通信システム更新整備事業費分として940万円を新規計上とする一方、全国防災事業
債は、東小学校体育館耐震補強事業の完了見込により2,440万円を減額し、全体では、64.8％増の６億5,357万
４千円の発行を見込んでいる。
　歳出では、義務的経費のうち人件費は、退職・派遣職員の増や退職手当組合に対する特別負担金の減などに
より、前年度比3.4％減の５億6,902万３千円、公債費は、平成16年度から平成23年度において重点的に実施し
た新規地方債発行抑制策の効果により、前年度比18.7％減の３億3,284万９千円となっている。
　普通建設事業などの投資的経費の主なものは、携帯電話等エリア整備事業、塵芥収集車購入事業、水稲育苗
センター再編整備事業、育苗施設播種機更新事業、西の川地区農道整備事業、中山間地域総合整備事業、広
域基幹林道整備事業、森の国ぽっぽ温泉改修事業、県境休憩所・トイレ整備事業、道路改良事業、道路舗装・
橋梁修繕事業、がけ崩れ防災対策事業、蕨生消防団詰所改築事業、県防災通信システム更新整備事業などで、
前年度比67.4％増の７億4,582万６千円となっている。
　このほかの政策的経費は、重点施策に基づいてソフト事業を中心に編成しており、町制60周年記念事業関係
では、記念式典の開催ほか16事業分（新規事業８件、既存事業拡充分９件）として5,400万円程度の事業費を
計上するほか、結婚・出産祝金及び住宅リフォーム補助金の創設による移住・定住の促進、地域おこし協力隊
の増員による農業・観光振興事業の強化、薪ステーションを中心とした木質バイオマス供給体制の整備、町道
の法面・盛土・擁壁等の点検及びため池ハザードマップ作成による防災対策の推進など、国県補助金や過疎
対策事業債のソフト事業分を有効に活用しながら実施するとともに、国の補正予算による緊急経済対策に即応
し、国からの交付金を活用した地方版総合戦略の策定やプレミアム商品券の発行など、地方創生、消費喚起な
どの諸課題に迅速に対応する平成26年度３月補正予算とあわせ、切れ目のない対策を講じることとしている。
　また、特別会計６会計の当初予算規模は18億6,050万円で、前年度比１億940万円、6.2％の増となり、一般
会計を合わせた全会計の当初予算規模は52億1,050万円、前年度比４億9,340万円、10.5％増となっている。
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平成27年度当初予算の概要

一般会計　33億5,000万円 特別会計　18億6,050万円

歳　出

歳　入

公債費

332,849

（9.9％）

民生費

729,961

（21.8％）

教育費　233,433（7.0％）

総務費

854,654

（25.5％）

　農林水産業費
　288,729（8.6％）

商工費
286,327（8.5％）

消防費　42,986（1.3％）

衛生費　174,336（5.2％）

議会費　39,325（1.2％）

その他　5（0.0％）

歳　出

3,350,000

単位：千円

予備費　7,000（0.2％）

土木費
360,395
（10.8％）

地方交付税

1,610,000

（48.1％）

町　債
653,574
（19.5％）

県支出金
251,290（7.5％）

町　税
253,514
（7.6％）

国庫支出金
318,904（9.5％）

使用料及び手数料
38,654（1.2％）

繰入金　37,441（1.1％）

諸収入　39,131（1.2％）

地方譲与税　34,500（1.0％）

地方消費税交付金
55,000（1.7％）

分担金及び負担金　22,954（0.7％）

その他　13,038（0.2％）

繰越金　22,000（0.7％）

歳　入

3,350,000

単位：千円

平成27年度
全 会 計 一 覧
会 計 名 当初予算額

一 般 会 計
千円

3,350,000

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 665,000

中央診療所特別会計 290,000

簡易水道特別会計 87,000

住 宅 新 築 資 金 等
貸付事業特別会計 8,000

介護保険特別会計 748,000

後 期 高 齢 者 医 療
保険事業特別会計 62,500

特 別 会 計 小 計 1,860,500

一般会計・特別会計
合　　計 5,210,500

一般会計歳出〔投資的経費の主なもの〕
単位：千円

◆総務費 ◆土木費
町 有 林 保 育 管 理 委 託 料 1,230 道 路 維 持 事 業 費 40,249
携帯電話等エリア整備事業 41,655 道 路 新 設 改 良 事 業 費 207,501
コミュニティセンターテラス階段タイル改修事業費 2,256 県 土 木 建 設 事 業 費 負 担 金 3,150
コ ミ ュニティバス購入費 3,428 が け 崩 れ 防 災 対 策 事 業 費 62,007
◆民生費 住 宅 改 修 事 業 費 10,352
高齢者共同生活住宅浄化槽等修繕事業費 692 定住促進住宅実施設計委託料 4,320
◆衛生費 公 有 財 産 購 入 費 764
電 話 機 等 改 修 事 業 費 447 木 造 耐 震 改 修 事 業 費 補 助 金 3,420
天 ヶ 滝 水 車 修 繕 事 業 費 353 ◆消防費
小型合併処理浄化槽設置費補助金 4,686 蕨 生 消 防 団 詰 所 建 築 事 業 費 6,011
新エネルギー機器等設置費補助金 1,360 小 型 動 力 ポ ン プ 購 入 費 2,038
廃乾電池保管庫整備事業費 514 県防災通信システム更新整備事業費負担金 9,477
塵 芥 収 集 車 購 入 費 8,171 ◆教育費
◆農林水産業費 中学校体育館周辺舗装事業費 2,815
松野の味雷漬再生・伝承事業費 2,716 目黒基幹集落センター１階トイレ改修事業費 1,099
水稲育苗センター再編整備事業費補助金 9,500 史跡河後森城跡環境整備事業費 6,776
育 苗 施 設 播 種 機 購 入 費 13,397 学校給食センター情報通信基盤施設光ケーブル引込事業費 479
ため池ハザードマップ作成委託料 6,320 給 食 運 搬 車 購 入 費 3,260
頭 首 工 台 帳 作 成 委 託 料 1,210 真 空 冷 却 機 購 入 費 3,888
西の川地区農道整備事業費 7,000 スポーツ交流センター正面入口ドア修繕事業費 726
中山間地域総合整備事業費負担金 22,500
南予産木造住宅建設促進事業補助金 2,000
広 域 基幹林道整備事業費 17,353
◆商工費
森の国ぽっぽ温泉大規模改修事業費 167,227
県境休憩所・トイレ整備事業費 40,000
Ｒ Ｖ パ ー ク 整 備 事 業 費 637
虹の森公園パステライザー購入費 2,020
虹 の 森公園自動車購入費 2,704
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平成27年第１回　松野町議会定例会
　平成27年第１回松野町議会定例会が、３月３日に招集され、正、副議長選挙や、議席の指定、常任委員の選
任等が行われ、また、10日、11日及び26日には提出議案などが審議されました。主な内容は次のとおりです。

選挙	 	議長の選挙について
 ▼　板尾喜雄氏が就任されました。
 　副議長の選挙について
 ▼　加藤康幸氏が就任されました。
 　宇和島地区広域事務組合議会議員の選挙について
 ▼　板尾喜雄氏が就任されました。
 　愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について
 ▼　板尾喜雄氏が就任されました。

選任	 	常任委員の選任について
 議会運営委員の選任について
 消防委員の選任について

報告	 	鬼北土地開発公社に関する報告について
発議	 	松野町議会委員会条例の一部を改正する条例について
 ▼　原案どおり可決されました。

議案 松野町手数料徴収条例の一部を改正する条例について
 松野町保育の実施に関する条例を廃止する条例について
 松野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について
  松野町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービス

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について
  松野町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例について
 松野町包括的支援事業の実施に関する基準等を定める条例について
  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について
 松野町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例について
 松野町教育長の勤務時間その他の勤務条件に関する条例について
 松野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
 松野町消防団条例の一部を改正する条例について
 松野町消防委員会条例の一部を改正する条例について
 松野町定住促進条例の一部を改正する条例について
 松野町企業誘致促進条例の一部を改正する条例について
 松野町母子家庭医療費助成条例の一部を改正する条例について
 松野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
 松野町簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例について
 松野町介護保険条例の一部を改正する条例について
 平成27年度松野町一般会計予算
 平成27年度松野町国民健康保険特別会計予算
 平成27年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計予算
 平成27年度松野町簡易水道特別会計予算
 平成27年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
 平成27年度松野町介護保険特別会計予算
 平成27年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計予算
 平成26年度松野町一般会計補正予算（第６号）
 平成26年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
 平成26年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第２号）
 平成26年度松野町簡易水道特別会計補正予算（第２号）
 平成26年度松野町介護保険特別会計補正予算（第３号）
 平成26年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）
 松野町課設置条例の一部を改正する条例について
 松野町過疎地域自立促進計画の変更について
 ▼　原案どおり可決されました。

同意  松野町監査委員の選任につき同意を求めることについて（代表監査委員）
 ▼　榎本孝幸氏を選任することに同意がなされました。
 松野町監査委員の選任につき同意を求めることについて（議会選出監査委員）
 ▼　堀口計敬氏を選任することに同意がなされました。
 松野町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
 ▼　曽我敦美氏を選任することに同意がなされました。

決議 森の国地方創生特別委員会設置に関する決議
 ▼　原案どおり可決されました。



9

一般質問
土
居　
一
誠 

議
員

地
方
創
生
へ
の
基
本
的
な
考
え
方
と
対
応
に
つ
い
て

①
日
本
創
生
会
議
（
座
長
増
田
寛
也
元
総
務
相
）
に
よ
る
い

わ
ゆ
る
「
消
滅
自
治
体
リ
ス
ト
」
の
公
表
が
あ
っ
た
。
人
口

１
万
人
を
割
る
５
２
３
の
自
治
体
に
つ
い
て
は
「
消
滅
の
可

能
性
が
高
い
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
こ

と
に
対
し
て
町
長
の
気
持
ち
、
覚
悟
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

平
成
26
年
５
月
に
、
日
本
創
成
会
議
の
人
口
減
少
問
題
検

討
分
科
会
が
、
全
国
市
区
町
村
別
の
２
０
４
０
年
推
計
人
口

を
発
表
し
ま
し
た
。
当
町
の
２
０
４
０
年
の
人
口
は
２
２
６

３
人
、
２
０
１
０
年
の
人
口
比
48
・
３
％
減
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

将
来
消
滅
す
る
可
能
性
が
高
い
、
消
滅
可
能
性
都
市
の
定

義
は
、
２
０
１
０
年
か
ら
２
０
４
０
年
の
30
年
間
で
、
20
代

か
ら
30
代
の
女
性
人
口
が
50
％
以
上
減
る
自
治
体
で
あ
り
、

当
町
で
は
、
64
・
７
％
減
と
い
う
推
計
が
さ
れ
、
衝
撃
を
受

け
る
と
と
も
に
、
強
い
危
機
感
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

　

あ
く
ま
で
推
計
で
す
が
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
施
策
を
展
開
し
て
い
て
は
、
人
口
減
少
問
題
に
つ

い
て
は
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
推
計
の
減
少
率
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
か
に
、
推
計
の
人
口
減
少
率
を
低
下
さ
せ
、
消
滅
の
危

機
か
ら
脱
却
す
る
か
、
今
般
の
地
方
版
総
合
戦
略
は
、
ま
さ

に
そ
の
人
口
減
少
問
題
に
歯
止
め
を
か
け
る
も
の
で
、
そ
の

戦
略
が
町
の
将
来
を
決
定
づ
け
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
、
国
土
交
通
省
が
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
２
０
５
０
」
を
公
表
し
、
我
が
国
が
直
面
す
る
２
つ
の

大
き
な
危
機
と
し
て
、
急
激
な
人
口
減
少
と
巨
大
地
震
の
切

迫
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
２
０
５
０
年
の
人
口
を
推
計
し
た
結
果
、

現
在
人
口
が
居
住
し
て
い
る
地
域
の
内
、
６
割
以
上
の
地
域

で
人
口
が
半
分
に
な
り
、
更
に
２
割
の
地
域
で
は
人
が
住
ま

な
く
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
旧
町
村
役
場
、
支
所
や
小
学
校
な
ど
の
あ
る
中
心

集
落
で
は
、
一
定
程
度
の
人
口
が
維
持
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
人
口
１
０
０
０
人
の
モ
デ
ル
集
落
を
仮
定
し
、

現
状
の
ま
ま
の
人
口
動
態
で
推
移
す
れ
ば
、
２
０
５
０
年
に

は
、
約
３
０
０
人
ま
で
減
少
し
ま
す
が
、
毎
年
、
１
世
帯
ま

た
は
２
世
帯
程
度
を
集
落
に
呼
び
込
む
、
あ
る
い
は
流
出
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る

と
い
う
試
算
も
提
示
さ
れ
、
集
落
の
維
持
対
策
等
を
検
討
す

る
上
で
の
、
目
標
、
指
摘
と
し
て
参
考
に
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
松
野
町
に
置
き
換
え
て
み
ま
す
と
、

現
状
の
ま
ま
で
は
２
０
４
０
年
に
、
２
４
１
０
人
ま
で
減
少

す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
４
〜
８
世
帯
程
度
を

松
野
町
に
呼
び
込
む
か
、
あ
る
い
は
流
出
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
「
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
」

づ
く
り
で
、
定
住
、
移
住
促
進
と
雇
用
経
済
対
策
に
取
組
み
、

あ
る
程
度
の
人
口
の
減
少
は
や
む
を
得
な
い
が
、
住
民
が
幸

せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
集
落
を
維
持

し
、
松
野
町
を
存
続
す
る
こ
と
は
充
分
に
達
成
で
き
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、
総
合
的
、
包
括
的

な
戦
略
が
必
要
で
す
が
、
粘
り
強
い
、
着
実
な
努
力
の
積
み

重
ね
で
、
そ
の
長
い
戦
い
に
立
ち
向
か
い
、
地
域
住
民
の
暮

ら
し
と
自
治
を
守
り
通
し
て
い
く
強
い
意
志
と
覚
悟
を
改
め

て
痛
感
し
、
取
り
組
む
決
意
を
し
て
い
ま
す
。

　

他
市
町
村
と
良
い
意
味
で
競
い
合
い
、
遅
れ
を
と
る
こ
と

な
く
、
逆
に
先
行
的
に
森
の
国
松
野
町
な
ら
で
は
の
戦
略
を

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
滅
可
能
性
都
市
と
し
て
の
位
置

付
け
を
打
破
す
る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
町
村
に
人
口
減
少
問
題
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
更
な
る
市

町
村
合
併
論
議
に
連
動
し
か
ね
な
い
と
の
警
戒
感
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

平
成
の
大
合
併
が
一
区
切
り
を
し
て
か
ら
10
年
が
経
過

し
、
今
、
そ
の
功
罪
が
検
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併
し
た
市

町
と
合
併
し
な
か
っ
た
市
町
、
そ
れ
ぞ
れ
行
財
政
改
革
に
取

組
み
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
地
方

交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
の
見
直
し
な
ど
、
財
政
支
援
の
打

ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
「
更
な
る
市
町
村
合
併
」
と
い
う
選
択
肢
は
な

く
な
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
で
て
く
る
と
す

れ
ば
、
道
州
制
に
よ
る
都
道
府
県
と
市
町
村
の
再
編
に
よ
る

広
域
自
治
体
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
の
位
置
付
け
が
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
道
州
制
議
論
に
つ
い
て
は
今
、
下
火
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
中
心
都
市
と
周
辺
市
町
村
が
連
携
し
た
「
定

住
自
立
圏
構
想
」
や
「
地
方
中
核
拠
点
都
市
圏
の
形
成
」、「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」
な
ど
が
動
き
出
す
も
の
と
考
え
て

一
般
質
問
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一般質問
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
で
も
打
ち
出
し
て
い
る
と
お
り
、
こ
れ
か
ら
は

地
域
と
地
域
が
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
相
互
補
完
、
連
携
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
中
心
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

い
か
に
、
今
後
の
こ
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
よ
り
、
地

域
の
特
色
や
個
性
を
し
っ
か
り
と
生
か
し
、
地
域
力
、
住
民

力
を
結
集
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、
将
来
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
、
今
を
預
か
る
私
ど
も
の
責
務
で
あ
る
と
決
意
し

て
い
ま
す
。

③
国
の
総
合
戦
略
を
踏
ま
え
、政
府
は
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
策
定
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
全
国
市
町
村
長
の
中
に
は

「
策
定
は
困
難
」
と
判
断
し
て
い
る
向
き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
の
際
、
新
生
な
っ

た
議
会
も
こ
の
総
合
戦
略
つ
く
り
の
一
翼
を
し
っ
か
り
担
う

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
思
う
か
、
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
全
国
首
長
ア
ン

ケ
ー
ト
で
自
前
で
策
定
が
可
能
と
答
え
た
の
は
37
・
１
％
、

国
や
民
間
の
支
援
が
あ
れ
ば
策
定
が
可
能
と
答
え
た
の
が

58
・
４
％
、
策
定
は
困
難
と
答
え
た
の
は
３
・
７
％
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
期
間
の
中
、
今
後
５
年
間
の
総
合
戦
略
を
自
立

性
・
将
来
性
・
地
域
性
・
直
接
性
、
結
果
重
視
の
政
策
５
原

則
に
基
づ
き
策
定
す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

し
か
し
、
住
民
を
は
じ
め
産
業
界
、
行
政
機
関
、
教
育
機

関
、
金
融
機
関
、
労
働
団
体
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
構
成
す
る
推

進
組
織
を
整
備
し
、
そ
の
方
向
性
や
具
体
案
に
つ
い
て
審
議
・

検
討
を
行
い
、
ま
た
、
国
の
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
策
定
は

可
能
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
「
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
」
を
効
果
的
、
効

率
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
関
係
機
関

や
民
間
事
業
者
等
の
参
加
、
協
力
に
よ
る
、
幅
広
い
年
齢
層

か
ら
構
成
す
る
推
進
組
織
で
そ
の
報
告
制
や
、
具
体
案
に
つ

い
て
、
審
議
、
検
討
す
る
な
ど
、
違
憲
を
反
映
す
る
こ
と
の

体
制
づ
く
り
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
版
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
執
行
部
が
車
の

両
輪
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
提
示
し
、
地
域

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
で
は
、
総
合
戦
略
の
策
定
段
階
か

ら
、
実
行
、
そ
し
て
効
果
検
証
の
段
階
で
、
幅
広
く
十
分
な

審
議
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、
ア

イ
デ
ア
や
創
意
工
夫
、
問
題
提
起
な
ど
、
積
極
的
な
参
画
、

審
議
を
し
て
も
ら
い
、
住
民
の
雇
用
や
所
得
経
済
、
生
活
福

祉
、
教
育
な
ど
、
地
域
の
身
近
な
問
題
や
要
望
な
ど
、
各
分

野
で
と
も
に
英
知
を
絞
り
、
行
動
を
起
こ
し
て
、
森
の
国
松

野
町
の
未
来
を
守
り
、
充
実
発
展
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

④
戦
略
を
実
行
に
移
す
に
は
大
き
な
財
源
が
必
要
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
補
助
金
制
度
を
少
々
手
直

し
す
る
程
度
で
は
も
は
や
人
口
減
少
の
歯
止
め
は
き
か
な
い

と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。「
新
型
交
付
金
」
の

創
設
な
ど
、
既
に
全
国
で
は
動
き
が
出
始
め
て
い
る
よ
う
だ

が
、
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
展
望
を
持
っ
て
い

る
の
か
、
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

今
年
度
、
創
設
さ
れ
た
新
型
交
付
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
と
し
て
、

地
方
創
生
先
行
型
及
び
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

本
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
に
交
付
限
度
額
の
通
知

が
あ
り
、
本
町
で
は
地
方
創
生
先
行
型
と
し
て
５
事
業
、
地

域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
と
し
て
３
事
業
、
交
付
限
度
額

の
満
額
で
の
実
施
計
画
を
提
出
し
、
平
成
26
年
度
３
月
補
正

で
予
算
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
先
行
型
上
乗
せ
交
付
（
総
額
３
０
０
億

円
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
で
制
度
設
計
が
さ
れ
、
詳
細

は
不
明
で
す
が
、
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
事
前
の
検

討
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
よ
う
に
と
い
う
、
県
当
局
か
ら

の
通
知
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
で
は
、
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
と
自
主

性
・
主
体
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
地
方
創
生
に
取
り
組

む
観
点
か
ら
、
地
方
財
政
計
画
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
事
業
費
」
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
の
交
付
税
措
置
が
拡
充
、

新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
の
主
要
財
源
で
あ
る
過
疎
対
策
事
業
債
５
０

０
億
円
の
追
加
措
置
な
ど
、
交
付
税
依
存
の
高
い
当
町
で
は
、

貴
重
な
財
源
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
本
格
支
給
す
る
自
由
度
の
高
い
新
交
付

金
は
、
先
進
事
例
と
な
る
戦
略
を
つ
く
り
、
実
行
す
る
自
治

体
に
重
点
配
分
す
る
な
ど
、
成
果
重
視
の
財
政
支
援
に
な
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応
は
、
単
発
的
な
施
策
で
は
得
ら

れ
る
効
果
は
薄
い
も
の
で
、
複
数
の
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た

相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る
も
の
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
地
方
創
生
先
行
型
で
相
乗
効
果
を
得
ら
れ
る
事
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一般質問
業
を
展
開
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
適
切
な
管
理
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
尾　
重
利 
議
員

地
方
創
生
の
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

県
市
町
は
、
総
合
戦
略
を
策
定
し
雇
用
創
出
、
人
口
流
出

の
抑
制
、
子
育
支
援
、
地
域
作
り
な
ど
に
関
し
、
今
後
５
年

間
の
数
値
目
標
や
指
標
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
、
行
政
の
主
導

に
よ
る
公
共
事
業
、
大
規
模
工
場
の
誘
致
な
ど
こ
れ
ま
で
の

成
長
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
る
。

　

さ
ら
に
は
、
石
破
地
方
創
生
担
当
相
は
地
域
の
住
民
参
加

が
最
も
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
松
野
町
は
地
方

創
生
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
12
月
27
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
「
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克
服
」、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
創
生
と
好
循
環
の
確
立
」
の
２
つ
の
柱
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
的
な
考
え
方
を
基
に
、
国
で
は
１
つ
に
、
地
方

に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
。
２
つ
に
、
地
方
へ

の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
。
３
つ
に
、
若
い
世
代
の

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
。
４
つ
に
、
時

代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と

も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
。
以
上
４
つ
の
基
本
目
標

が
掲
げ
ら
れ
、
い
ず
れ
の
目
標
も
重
要
業
績
評
価
指
標
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
版
総
合
戦
略
で
も
こ
の
重
要
業
績
評
価
指
標
の
設
定

が
求
め
ら
れ
、
こ
の
指
標
の
設
定
こ
そ
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
管
理
、
い
わ
ゆ
る
、
計
画
か
ら
実
行
、
評
価
、
改
善
ま
で

の
過
程
で
、
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
に
関
す
る
政
策
検
討

の
５
原
則
と
し
て
、

１
．
自
立
を
支
援
す
る

２
．
夢
を
持
つ
前
向
き
な
施
策

３
．
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
た
施
策

４
．
直
接
の
支
援
効
果
の
あ
る
施
策

５
．
結
果
を
追
求
す
る
施
策

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
、

人
口
減
少
と
人
口
構
造
の
安
定
化
を
図
る
た
め
の
「
森
の
国

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

重
点
項
目
と
し
て
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
働
け
る
た
め
の

産
業
振
興
と
雇
用
の
場
の
創
出
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
、

働
き
方
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
農
山
村
等
に
お

け
る
移
住
定
住
促
進
を
基
本
と
し
た
施
策
の
展
開
と
そ
れ
ぞ

れ
の
指
標
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
管

理
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
創
生
先
行
型
と
し
て
５
つ
の
事
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
基
本
目
標
に
則
し
た
事
業
を
図
り
、
平
成
27

年
度
に
策
定
す
る
総
合
戦
略
で
は
、
こ
の
先
行
型
事
業
の
状

況
も
勘
案
し
な
が
ら
策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

石
破
地
方
創
生
担
当
大
臣
は
「
昔
の
よ
う
に
公
共
事
業
や

大
規
模
な
製
造
業
の
工
場
が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
て
地
方
を
支

え
る
と
い
う
の
は
極
め
て
難
し
い
」
と
の
認
識
を
示
し
、
ま

た
「
地
方
創
生
に
失
敗
す
れ
ば
こ
の
国
に
未
来
は
な
い
、
地

方
の
創
生
こ
そ
、
日
本
の
創
生
と
い
う
と
強
い
危
機
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
」
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
長
モ
デ
ル
と
は
異
な
っ
た
施
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
製
造
業
の
弱
い
南
予
地
域
で
す
が
、
幸
い
に
し
て
、

我
々
が
強
く
期
待
を
し
て
い
た
１
次
産
品
な
ど
地
域
資
源
を

原
料
と
す
る
地
域
密
着
型
の
企
業
立
地
の
動
き
が
出
て
き
て

い
ま
す
。「
し
ご
と
」を
つ
く
り
、「
し
ご
と
」が
人
を
呼
び
、「
ひ

と
」
が
「
し
ご
と
」
を
呼
び
込
む
好
循
環
を
確
立
し
、
そ
の

好
循
環
を
支
え
る
「
ま
ち
」
に
活
力
を
取
り
戻
す
、
こ
の
地

方
創
生
の
先
導
的
な
企
業
と
し
て
、
雇
用
の
創
出
、
ま
た
、

地
域
資
源
の
活
用
、
一
次
産
業
と
の
連
関
な
ど
、
地
域
の
好

循
環
の
中
核
と
し
て
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
果
た
す
べ
き
使
命
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
、
ま
た
、
実
情
を
把
握

し
適
切
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
住
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
産
業
界
・

行
政
機
関
、
教
育
機
関
、
金
融
機
関
、
労
働
団
体
、
メ
デ
ィ

ア
等
で
構
成
す
る
推
進
組
織
を
設
置
し
、
幅
広
い
意
見
集
約

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
般
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
は
、
地
方

自
治
体
ひ
い
て
は
国
の
将
来
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、

地
方
自
治
体
の
存
続
に
も
関
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
戦
略
に
は
、
地
域
の
特
色
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た

住
民
に
身
近
な
施
策
、
市
町
間
連
携
等
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
、
地
域
の
現
状
を
把
握
し
、
５
年
後
の
当
町

の
将
来
像
を
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
「
夢
」
を
描
い
て
い
く

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
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森 の国だ より

第26回　まつの桃源郷マラソン大会開催

第
26
回
ま
つ
の
桃
源
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会

部
門
別
記
録
表

３
㎞
中
学
生
男
子
の
部

１
位　

河
野　

聖
也 

09
：
29

２
位　

横
山　

登
頼 

09
：
38

３
位　

宮
本　

大
也 

09
：
42

４
位　

髙
月　
　

諒 

09
：
50

５
位　

西
河　

豪
志 

09
：
54

６
位　

松
山　
　

舜 

09
：
58

３
㎞
中
学
生
女
子
の
部

１
位　

河
内
彩
衣
琉 

10
：
21

２
位　

吉
門　

由
乃 

10
：
46

３
位　

小
川　

未
夢 

10
：
54

４
位　

井
関　

美
菜 

10
：
59

５
位　

小
川　

真
夢 

11
：
11

６
位　

白
砂　

咲
凪 

11
：
13

３
㎞
小
学
校
高
学
年
男
子
の
部

１
位　

伊
須　

新
太 

10
：
27

２
位　

岩
見　

藍
人 

10
：
36

３
位　

白
石　

幸
誠 

11
：
00

４
位　

西
岡　

和
哉 

11
：
00

５
位　

水
谷　

洸
哉 

11
：
04

６
位　

岩
見　

永
愛 

11
：
05

３
㎞
小
学
校
高
学
年
女
子
の
部

１
位　

越
智　

心
優 

11
：
46

２
位　

菅　
　

茉
梨 

12
：
18

３
位　

大
松　

紋
子 

13
：
00

４
位　

山
下　

真
奈 

13
：
13

５
位　

赤
松　

舞
音 

13
：
13

６
位　

徳
山　
　

和 

13
：
31

３
㎞
小
学
生
低
学
年
の
部

１
位　

野
口　

兼
生 

11
：
03

２
位　

嶋
家　

文
太 

12
：
10

３
位　

舩
見　

侑
良 

12
：
38

４
位　

菊
池　

陸
人 

12
：
59

５
位　

寺
田　

龍
馬 

13
：
03

６
位　

徳
山　

堅
大 

13
：
06

３
㎞
男
子
フ
リ
ー
の
部

１
位　

時
谷　

勇
介 

09
：
11

２
位　

伊
勢
脇
厚
哉 

09
：
17

３
位　

小
野　

剛
志 

10
：
16

４
位　

山
村　

祐
児 
10
：
51

５
位　

二
宮　

信
一 

11
：
00

６
位　

片
谷　
　

浩 

11
：
11

３
㎞
女
子
フ
リ
ー
の
部

１
位　

山
内
沙
弥
香 

12
：
39

２
位　

田
内　

真
波 

13
：
16

３
位　

小
川　
　

愛 

14
：
31

４
位　
佐
々
木
美
代
子 

14
：
34

５
位　

堀
田　

裕
美 

15
：
44

６
位　

永
田　

胡
珀 

15
：
56

₁₀
㎞
男
子
₃₉
歳
以
下
の
部

１
位　

久
保　

慶
和 

32
：
24

２
位　

田
村　

友
希 

33
：
33

３
位　

境　
　

芳
樹 

36
：
13

４
位　

白
石　

明
幸 

36
：
26

５
位　

城
戸　

康
志 

36
：
54

６
位　

大
塚　

孝
成 

38
：
27

₁₀
㎞
男
子
₄₀
歳
以
上
の
部

１
位　

白
石　

剛
一 

36
：
09
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森 の国だ より

第26回　まつの桃源郷マラソン大会開催
　４月５日㈰、町制60周年事業の皮切り
として、「第26回まつの桃源郷マラソン大
会」が、スポーツ交流センターを主会場
に開催されました。
　この大会は、松野町の一大イベントと
して行われているもので、毎年全国各地
から集まった大勢の参加者で賑わいます。
　今回は、全国各地から総勢2943人がエ
リトリーし、参加者たちは、３㎞・10㎞・
ハーフ（21.0975㎞）の3コース17部門と
ウォーキング部門に挑戦しました。
　開会式では、中村時広愛媛県知事、ゲ
ストランナーの土佐礼子さんが挨拶をし、
フリーアナウンサーの武村由佳さんが元
気溢れる選手宣誓で会場を大いに盛り上
げました。
　当日の天候はあいにくの雨でしたが、
参加した選手は、雨にも負けず、桃の花
や山桜の咲く美しい松野路を力強く駆け
抜けました。中には、ユニークな衣装や
パフォーマンスで沿道に笑顔をもたらす
選手もいたようです。
　閉会式では、上位６位までの表彰のほ
か、大会当日誕生日の人に特別賞として
特産品が、さらに各部門60位の人には、
60周年特別表彰として記念品が贈られま
した。
　町制60周年記念大会となった今回は、
ゲストランナーとの交流や餅まき、大抽
選会等さまざまな催しが盛り込まれ、例
年にない活気のある大会となりました。

【ボランティアに感謝】
　今回も「体育協会」、「交通安全協会」
等の途中審判員をはじめ、「生活研究協議
会」や「フレンドまつの」、「ライフまつの」、
「商工会青年部」、「山城の会」などのボラ
ンティアスタッフにより、森の国のアピー
ルやサービス提供により無事大会運営が
できましたこと、協力をいただいた皆さ
んに感謝いたします。
　また、会場周辺やコース沿道では交通
規制等でご迷惑をおかけしました。ご協
力ありがとうございました。

３
㎞
中
学
生
男
子
の
部

１
位　

河
野　

聖
也 

09
：
29

２
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３
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の掲示板ま ち

　

４
月
15
日
㈬
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
、
憲
政
記
念

館
で「
第
50
回
さ
く
ら
祭
り
中
央
大
会
」が
開
催
さ
れ
、「
森

の
国
さ
く
ら
の
会
」
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

公
益
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
よ
り
平
成
27
年
度
さ
く

ら
功
労
者
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

森
の
国
さ
く
ら
の
会
は
、
平
成
22
年
４
月
に
設
立
さ
れ

た
住
民
団
体
で
、
日
本
の
代
表
的
な
花
で
あ
る
さ
く
ら
及

び
そ
の
他
の
樹
木
、
花
等
の
保
存
、
育
成
及
び
普
及
の
方

策
を
研
究
し
、町
内
の
美
化
と
町
民
の
意
識
高
揚
を
図
り
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
活
動
を
行
な
い
、
研
修
会
や
講
演
会
の
実
施

に
よ
っ
て
活
動
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
な
が

ら
会
員
の
意
識
向
上
と
自
然
環
境
の
保
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
植
樹
・
管
理
活
動

も
盛
ん
で
あ
り
、
松
野
中
学
校
生
徒
に
よ
る
記
念
植
樹
や

観
察
、
発
表
会
へ
の
参
加
な
ど
、
学
校
と
連
携
し
た
取
組

が
進
め
ら
れ
、町
内
外
へ
の
普
及
啓
発
活
動
も
展
開
さ
れ
、

美
し
い
ふ
る
さ
と
を
後
世
に
守
り
伝
え
よ
う
と
す
る
気
持

ち
が
徐
々
に
根
付
い
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
町
と
協
働
し
て
美
し
い
自
然
景
観
づ
く
り
に
資

す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
の
国
さ
く
ら
の
会

公
益
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
よ
り
さ
く
ら
功
労
者
を
受
賞

　

３
月
30
日
㈪
、
愛
媛
県
農
業
会
議
第
１
０
１
回
通
常
総

会
が
松
山
市
で
開
催
さ
れ
、松
野
町
の
農
業
委
員
３
名
が
、

永
年
勤
続
農
業
委
員
と
し
て
愛
媛
県
農
業
会
議
会
長
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
は
、
農
地
の
権
利
移
動
や
農
地
転
用
等
の
審

議
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
農
家
の
代
表
と
し
て
地
域
の

声
を
農
政
に
反
映
し
た
り
、
農
地
利
用
に
関
す
る
相
談
に

乗
っ
た
り
す
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
担
い
手
の
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
中
で
、

遊
休
農
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

中
で
、
農
業
委
員
会
の
果
た
す
役
割
に
さ
ら
な
る
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
に
関
す
る
ご
相
談
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
近

く
の
農
業
委
員
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り﹁
５
月
﹂

松
野
町
農
業
委
員
会
委
員
３
名
が
愛
媛
県
農
業
会
議
会
長
表
彰
を
受
賞

表彰された岩城義治さん（右）と岡本博さん（中央）と
村田和宏さん（左）

　

平
成
27
年
４
月
13
日
㈪
、
松
野
町
役
場
で
行
政
相

談
員　

有
馬
節
男
氏
の
退
任
に
伴
う
総
務
大
臣
感
謝

状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
年
の
御
労
苦
を
称
え
行
わ
れ
た
も
の

で
、
有
馬
氏
は
、
平
成
19
年
４
月
に
総
務
大
臣
か
ら

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱
を
受
け
、
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
の
８
年
間
行
政
相
談
員
と
し
て
、
住
民
の
身

近
な
相
談
窓
口
と
し
て
活
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
授
与
後
は
、
長
年
の
経
験
を
経
て
培
っ
た

こ
と
や
住
民
と
の
絆
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、

当
時
を
振
り
返
っ
て
の
苦
労
話
な
ど
に
つ
い
て
談
話

さ
れ
、
贈
呈
式
は
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
員　
有
馬
節
男
氏
の

退
任
に
伴
う
総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

河
後
森
城
跡
の
ツ
ツ
ジ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
！

　

河
後
森
城
跡
新
城
地
区
に
自
生
し
て
い
る
オ
ン
ツ
ツ
ジ

が
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

新
城
に
連
絡
す
る
道
沿
い
に
は
オ
ン
ツ
ツ
ジ
が
自
生
し

て
い
ま
す
が
、
ま
る
で
ツ
ツ
ジ
の
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
一

面
に
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。（
写
真
上
段
）

　

河
後
森
城
跡
で
は
、
史
跡
見
学
会
と
題
し
た
公
開
型
の

植
生
・
景
観
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在

町
が
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
史
跡
整
備
に
伴
い
、
専
門

家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
河
後
森
城
跡
に
あ
る
植
物
や
城

内
外
か
ら
の
景
観
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。（
写
真
下
段
）

ま
た
、
新
城
地
区
で
は
、
毎
年
森
の
国
山
城
の
会
主
催
事

業
「
自
生
ツ
ツ
ジ
の
移
植
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、
遺
構
保
護
と
整
備
の
た
め
曲
輪
上
に
あ
る
オ

ン
ツ
ツ
ジ
を
新
城
西
側
斜
面
に
移
植
す
る
も
の
で
す
。
見

ご
ろ
を
迎
え
て
い
る
新
城
地
区
の
ツ
ツ
ジ
も
、
こ
う
し
た

活
動
の
成
果
と
い
え
ま
す
。

　

毎
年
、
５
月
の
初
め
ご
ろ
ま
で
が
見
ご
ろ
の
自
生
ツ
ツ

ジ
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
河
後
森
城
跡
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平成27年４月₁2日執行

愛媛県議会議員選挙の結果
松 野 町 選 挙 管 理 委 員 長 が

総務大臣表彰を受賞
　愛媛県議会議員選挙は、平成27年４月12日に投票
が行われ、即日開票されました。投・開票の結果は、
次のとおりです。

　３月23日㈪、愛媛県南予地方局で、選挙管理委員
会委員長　柳野治示氏が第47回衆議院議員総選挙に
係る総務大臣表彰を受賞しました。
　柳野治示委員長は、平成20年８月１日から松野町
の選挙管理委員として、また、平成24年８月１日か
らは、卓抜した識見と指導力が高く評価され、委員
長の要職に就かれ、選挙の適正な管理執行に尽力さ
れました。また、選挙期間中はもとより、平常時に
おいても選挙人に投票参加、棄権防止を呼び掛ける
とともに、各小中学校に対して、明るい選挙ポスター
コンクールへの作品応募を呼び掛けるなど、積極的
に啓発活動にも尽力され、明るい選挙の推進に向け
貢献されたこと等が高く評価されたことでこの賞を
受賞しました。
　選挙管理委員会では今後も公平かつ公正の観点か
ら、明るい選挙の推進を図り、積極的に啓発活動を
通じて、選挙人に投票参加また棄権防止を呼びかけ
ていくものです。
　選挙に関して、不明な点等がありましたら、お気
軽に事務局へご連絡ください。

【投票結果（投票区別投票率）】

区分
男
女
計

当　　日
有権者数 投票者数 率

第　１
松　丸

男 253 184 72.73%
女 296 216 72.97%
計 549 400 72.86%

第　２
延野々

男 236 177 75.00%
女 256 195 76.17%
計 492 372 75.61%

第　３
豊岡後

男 186 137 73.66%
女 218 161 73.85%
計 404 298 73.76%

第　４
豊岡前

男 246 162 65.85%
女 286 158 55.24%
計 532 320 60.15%

第　５
富　岡

男 112 92 82.14%
女 133 98 73.68%
計 245 190 77.55%

第　６
上家地

男 27 18 66.67%
女 25 15 60.00%
計 52 33 63.46%

第　７
目　黒

男 135 110 81.48%
女 158 128 81.01%
計 293 238 81.23%

第　８
吉　野

男 243 191 78.60%
女 273 225 82.42%
計 516 416 80.62%

第　９
蕨　生

男 143 110 76.92%
女 160 118 73.75%
計 303 228 75.25%

第　10
奥野川

男 98 78 79.59%
女 112 88 78.57%
計 210 166 79.05%

計
男 1,679 1,259 74.99%
女 1,917 1,402 73.14%
計 3,596 2,661 74.00%

【開票結果】 （届出順）
候補者氏名 得票数等

高　山　康　人 854
赤　松　泰　伸 381
中　畑　保　一 382
二　宮　美　日 342
毛　利　修　三 677
有効投票 2,636
無効投票 25
投票総数 2,661

新城地区に自生するオンツツジ

史跡見学会の様子
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
三
月
投
句
分

佳
作

《
不
器
男
記
念
館
》

　

春
光
を
ふ
り
ま
い
て
来
る
ち
ん
ど
ん
屋

 

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

《
虹
の
森
公
園
》

　

猫
呼
べ
ば
す
ぐ
来
て
ま
ろ
ぶ
八
ッ
手
花　
　
　
　
　
　

 

八
幡
浜
市　

井
上
テ
イ
コ

　

新
任
の
お
ん
な
先
生
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宇
和
島
市　

今
城　

真
人

　

二
人
来
て
婚
告
げ
ら
れ
し
雛
の
間　
　
　
　
　
　
　
　

 

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

　

四
万
十
の
川
底
見
え
る
春
浅
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
京
都　

馬
渡　

澄
子

啓け
い
ち
つ蟄
や
老
舗
の
土
間
の
奥
深
き 

伊
藤　

富
子

後
輩
の
ア
ー
チ
く
ぐ
り
て
卒
業
す 

岡
本　

京
子

黄
水
仙
終
り
の
住
処
と
思
ひ
け
り 

金
谷　

惠
子

落
椿
庭
一
面
に
華
や
げ
る 

金
谷　

重
子

竹
垣
に
舞
ひ
て
消
え
け
り
春
の
雪 

金
谷　

文
惠

振
り
向
け
ば
白
寿
の
母
よ
春
の
夢 

駒
山　

忠
夫

春
雨
や
掘
り
た
る
甕か
め
の
尺
二
寸 

谷　

き
よ
し

四
百
年
眼
力
強
し
伊
達
男
雛 

布　
　

久
光

蕗
の
薹
呆
け
て
を
り
し
日ひ

数か
ず
か
な 

布　
　

康
江

卒
業
生
た
っ
た
一
人
の
山
の
村 

ひ
の
た
い
ら

春
の
夜
の
音
な
き
雨
に
目
覚
け
り 

山
下
ス
ミ
子

鳴
く
如
く
さ
さ
や
く
如
く
初
音
か
な 

赤
松　

午
子

菌
入
れ
の
音
が
谺
す
木
の
芽
晴
れ 

稲
谷
キ
ミ
子

菜
の
花
の
坂
を
登
り
て
慰
霊
の
日 

上
田
美
智
子

山
里
の
朝
鴬
に
眼
覚
め
け
り 

岡
本　

三
葉

白
々
と
車
窓
に
迫
る
雪
柳 

竹
内
サ
ダ
子

葛
句
会
　
三
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
三
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

松
野
町
に
新
し
い
風
！

新
任
職
員
・
教
職
員
の
紹
介

　

こ
の
４
月
よ
り
、
前
任
の
川

上
先
生
と
交
代
で
中
央
診
療
所

に
赴
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
、
大
野
篤
志
と
申
し
ま
す
。

　

川
上
先
生
、
越
智
先
生
と
同

様
に
自
治
医
科
大
学
の
出
身
で
、
昨
年
度
は
愛
媛
県
立
南
宇
和
病
院
に
勤

務
し
て
お
り
ま
し
た
。
幼
少
期
を
隣
の
鬼
北
町
（
旧
広
見
町
）
で
過
ご
し
、

地
域
医
療
に
従
事
す
べ
く
医
師
を
志
し
て
参
り
ま
し
た
。
昨
年
度
は
地
域

中
核
病
院
で
の
勤
務
で
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
診
療
所
に
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
医
療
の
最
前
線
に
立
ち
、
よ
り
患
者
さ

ん
に
近
い
立
場
で
医
療
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
診
療
所
で
行
え

る
検
査
や
診
療
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予

防
を
す
る
こ
と
や
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
は
、
大
き
な
病
院
で
な
く
て
も

家
庭
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
少
し
で
も
、
松
野
町
の
皆
様
の
健
康

増
進
に
尽
力
で
き
る
よ
う
に
、
病
気
だ
け
で
な
く
、
人
や
地
域
を
診
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

町民課

芝　　大貴 さん

　この度、町民課窓口に配属とな

りました芝大貴と申します。窓口

業務ということで町民の方々にい

い意味で顔を憶えていただけるよ

う頑張りたいと思います。

教育課

土居　かすみ さん

　この度、教育課に配属となりま

した土居かすみと申します。出会

いや縁を大切に、おもてなしの心

をもって、故郷である松野町に貢

献できるよう努めて参ります。

どうぞ、よろしくお願い致します。

　
中
央
診
療
所　
大
野　
篤
志　
副
所
長
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お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

吉
　
野
　
太
田
　
キ
ミ
　
　
91
歳

豊
　
岡
　
猪
野
木
寅
惠
　
　
93
歳

豊
　
岡
　
中
湯
　
幸
三
　
　
89
歳

松
　
丸
　
小
野
　
一
郎
　
　
90
歳

吉
　
野
　
木
築
　
秀
子
　
　
83
歳

吉
　
野
　
竹
井
　
勝
弥
　
　
62
歳

豊
　
岡
　
笹
井
　
淺
子
　
　
90
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

長
山
　
文
子
　
　
松
野
町

阪
本
　
和
代
　
　
松
野
町

猪
野
木
治
男
　
　
松
野
町

太
田
　
善
英
　
　
松
野
町

稲
谷
　
　
保
　
　
松
野
町

小
野
　
修
一
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

世帯数　2,030世帯（－５世帯）

総人口　4,211人 （－31人）
男1,989人　女2,222人
（３月中の異動）

　　○出　生　１人　○死　亡　10人
　　○転　入　27人　○転　出　50人

平成27年３月31日現在
※外国人を含みます。

　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

町 の 人 口

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

奥
野
川
　
山
下
　
雄
市
　
栞か
ん

　
奈な

　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
朝
美

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

松
野
中
学
校
松
野
西
小
学
校
松
野
南
小
学
校

❶上田　圭城　教頭先生
　５年ぶりに帰ってきました。温かく迎えていただいて感謝して
います。松野が大好きな、松中が大好きな生徒を育てていきた
いと思います。
❷西浦　由佳　先生
　教員としてスタートを切った松野町に戻ってきました、恵ま
れた環境の下、素直で明るい子どもたちとの出会いに感謝して、
１つ１つ頑張っていきたいと思います。
❸村上　嘉生　先生
　２年ぶりに帰ってきました。懐かしい顔に再び出会え、しか
も、また一緒に過ごせるという幸せをかみしめています。一生
懸命頑張ります。
❹高山　佳代　先生
　城川町から毎朝45分、鬼北路を楽しみながら通っています。
松野の美しい桜並木と、子どもたちの明るい挨拶に迎えられて
松野中にやってきました。まだまだ右も左も分かりませんが、
地域の皆様や子どもたちに教わりながら松野のよさを知り、子
どもたちのために少しでも力になれるよう頑張ります。どうぞ
よろしくお願いします。

❺垣本　絹子　先生
　毎日の小さな発見を大切に、子どもたちと歩みたいと思います。
よろしくお願いします。

❻新城　茂美　先生
　新しい出会いを大切に…　毎日元気に頑張ります。よろしく
お願いします。

❼中平　正信　先生
　元気な小学生との新しい生活を毎日楽しんでいます。どうぞ
よろしくお願いします。

❽布　博文　校長先生
　家は延野々の隣の鬼北町興野々ですが、森の国松野町での勤
務は初めてです。 
　緑に囲まれホタルの舞う目黒の里で、素朴な７人の子どもたち
のために先生方とスクラム組んで頑張ります。よろしくお願いし
ます。

❾家高　久美　先生
　今年も、松野町で勤務できることをうれしく思っています。
明るく素直で元気いっぱいの子どもたちとともにがんばりま
す。よろしくお願いします。

❶❹ ❸ ❷

❻ ❼ ❺

❾ ❽
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90

91

92

93

94

95

96

97

98

松野町 類似団体平均 全国町平均

91.8

Ｈ23.４.１

Ｈ24.４.１

Ｈ25.４.１

Ｈ26.４.１
92.7 

94.4 
95.394.8

95.5

92.0 

94.8 95.4

93.1

95

95.6

92.7 
92.0 

93.1

94.4 
94.8

94.8
95 95.3

95.5
95.4

95.6

91.8

区　分 住民基本台帳人口
（平成26年1月１日）

歳出額
　　　Ａ 実質収支 人件費

　　　Ｂ
人件費率
　　Ｂ／Ａ

　（参考）
24年度の人件費率

年　度
25

　　　　　　　人
4,322

　　　千円
3,341,743

　　　千円
150,457

　　　千円
536,900

　　　％
16.1

　　　　　　％
15.8

１　総　括
　⑴　人件費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
　　　Ａ

給　　　与　　　費 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ

（参考）類似団体平均
１人当たり給与費給　料 職員手当 期末勤勉手当 　　計　　Ｂ

年　度
25

　　人
66

　　　千円
212,657

　　　千円
16,889

　　　千円
82,260

　　　千円
311,806

　　　千円
4,724

　　　千円
5,382

　⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は、平成25年４月１日現在の人数です。

　⑶　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）１　 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と
した場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。

　　２　 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似してい
る団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

　　３　 平成24年及び平成25年は、国家公務員の時限的な（２
年間）給与改定・臨時特例法による給与削減措置がな
いとした場合の値である。

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
松　野　町 40.7　歳 　299,700　円 　342,893　円
愛　媛　県 44.8　歳 　347,490　円 　440,901　円
国 43.5　歳 335,000　円 408,472　円

類似団体 41.6　歳 　303,591　円 　344,539　円

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
　⑴　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成26年４月１日現在）
　一般行政職

　⑵　職員の初任給の状況（平成26年４月１日現在）
区　　分 松野町 愛媛県 国

一般行政職 大 学 卒 172,940　円 176,355　円 172,200　円
高 校 卒 140,702　円 142,911　円 140,100　円

区　　分 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上～20年未満 経験年数20年以上～25年未満

一般行政職 大 学 卒 247,500　円 297,500　円 350,400　円
高 校 卒 　― 280,100　円 304,000　円

　⑶　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成26年４月１日現在）

平成26年度　松野町の給与・定員管理等について

　⑷　給与制度の総合的見直しの実施について

　【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、棒給表の水準の平均２％の引下げ等に取り組むとされている。

　①　給料表の見直し〔実施〕
　　　（給料表の改定実施時期）　平成27年４月１日
　　　（内容） 　一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均2.1％引下げ。激変緩和の為、３年間（平

成30年３月31日まで）の経過措置（現給保障）を実施。他の給料表については、一般行政職給料表との
均衡を踏まえて見直しを実施。

　②　その他の見直し内容
　 　・管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国と同様に見直しを実施。（平成27年４月１日実施）
　⑸　特記事項　　なし



19

１年前の構成比

平成26年の構成比
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３　一般行政職の級別職員数等の状況
　⑴　一般行政職の級別職員数の状況（平成26年４月１日現在）
区　分 標準的な職務内容 職　員　数 構　成　比 １号給の給与月額 最高号給の給料月額
１　級 主 事 補・ 主 事 8人 19.6％ 138,191 245,953 
２　級 主 査 2人 7.8％ 188,507 309,324 
３　級 主 任 19人 29.4％ 225,565 356,225 
４　級 班長・上級専門員 13人 21.6％ 264,633 389,969 
５　級 課 長・ 班 長 8人 15.7％ 291,950 402,322 
６　級 課 長 3人 5.9％ 323,485 424,417 

（注）１　松野町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２ 　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

平成26年度　松野町の給与・定員管理等について

　⑵　昇給への勤務成績の反映状況
　 　勤務成績により成績率に差をつけることができる規定はあるが、評価者訓練が充分とはいえず、公平公正な評
価ができないことにより、人事評価を実施しておらず、昇給区分に差を設けていません。

　勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）
　 　勤務成績により成績率に差をつけることができる規定はあるが、評価者訓練が充分とはいえず、公平公正な評
価ができないことにより、一律による支給としています。

４　職員の手当の状況
　⑴　期末手当・勤勉手当

松　野　町 愛　媛　県 国
１人当たり平均支給額（平成25年度）
　　　　　　　　　　　  　1,332千円

１人当たり平均支給額（平成25年度）
　　　　　　　　　　　  　1,572千円 －

（平成25年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.35月分
　　　　 （1.45月分）　　   （0.65月分）

（平成25年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.35月分
　　　　 （1.45月分）　　   （0.65月分）

（平成25年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.35月分
　　　　 （1.45月分）　　   （0.65月分）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　５～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　20～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　10～25％

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　⑵　退職手当（平成26年４月１日現在）
松　野　町 国

（支給率）        　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　21.62  月分　　27.025　月分
勤続25年　　　30.82  月分　　36.57　　月分
勤続35年　　　43.70  月分　　52.44　　月分
最高限度額　　52.44  月分　　52.44　　月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置２～20％加算

（支給率）        　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　21.62  月分　　27.025　月分
勤続25年　　　30.82  月分　　36.57　　月分
勤続35年　　　43.70  月分　　52.44　　月分
最高限度額　　52.44  月分　　52.44　　月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置２～20％加算

　⑶　地域手当　　　　該当ありません

　⑷　特殊勤務手当（平成26年４月１日現在）
支給実績（平成25年度決算） 7,200　千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算） 3,600,000　　円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成25年度） 2.3　％　

手当の種類（手当数） ２種類
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
技能手当 医師 放射線取扱 月額 　150,000円
研究手当 医師 病理生理学の研究事務 月額 　150,000円
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平成26年度　松野町の給与・定員管理等について

５　特別職の報酬等の状況（平成26年４月１日現在）
区　分 支　給　額　等 備考（類似団体における最高額／最低額）

給
料 町 長 600,000　円／月 （820,000円／458,500円）

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

180,000　円／月
150,000　円／月
137,000　円／月

（310,000円／171,100円）
（251,000円／119,000円）
（230,000円／100,000円）

期
末
手
当

町 長
議 長
副 議 長
議 員

（平成25年度支給割合）
2.95　月分

退
職

手
当 町 長 （算定方式）　　　　　　　　　　　 （1期の手当額）　　　　　  　（支給時期）

１カ月につき100分の46　　　　　　13,248,000円　　　　　　　　退職の翌月

　⑸　時間外勤務手当
支給実績　　　　　　  　　　（平成25年度決算） 7,728　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算） 168　千円
支給実績　　　　　  　　　　（平成24年度決算） 6,584　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成24年度決算） 143　千円

　⑹　その他の手当（平成26年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（平成25年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成25年度決算）

扶養手当

・配偶者： 13,000円
・配偶者以外の扶養親族：   6,500円
・配偶者がいない場合扶養親族のうち1人：

11,000円
・扶養親族である子のうち特定期間にある子：
 1人につき5,000円加算

同 6,761　千円 193,171　円

住居手当

・借家、間借居住者    
　　家賃　23,000円以下：
　　　月額から　12,000円を控除した額
　　家賃　23,000円超：
　　　 月額から23,000円を控除した額の２分の１

（控除した額の２分の１が16,000円を超える
ときは16,000円）を11,000円に加算した額

・新築及び購入後５年間：2,500円

異
新築及び
購入後　
５年間：　
2,500円

2,153　千円 134,562　円

通勤手当

・交通機関利用者で、片道２㎞以上
　全額支給限度額：55,000円
　２分の１加算限度額：20,000円
・自動車等利用者　／　一般の場合
  ２～５㎞：　2,000円　５～10㎞： 　4,200円
  10～15㎞： 　7,100円　15～20㎞：10,000円
  20～25㎞：12,900円　25～30㎞：15,800円
  30～35㎞：18,700円　35～40㎞：21,600円
  40～45㎞：24,400円　45～50㎞：26,200円
  50～55㎞：28,000円　55～60㎞：29,800円
  60㎞以上：31,600円

同 1,297　千円 35,054　円

管理職手当

・課長： 42,700円
・班長： 31,300円
・診療所長： 給料月額の14%
・診療所副所長： 給料月額の11%
・看護師長： 給料月額の９%

異
組織が異な
り比較でき
ない

4,673　千円 166,892　円

管理職特別
勤務手当

・課長： 8,000円
・班長： 6,000円
・診療所長： 8,000円
・施設長： 8,000円

異
組織が異な
り比較でき
ない

30　千円 10,000　円

（注）職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は「支給実績（25年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の総職員数（支給対象とならな
　　　い職員を除く）である。
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平成26年度　松野町の給与・定員管理等について

　　　　　　　　区  分
部  門　　　　　　　　

職     員     数
対前年増減数 主な増減理由

平成25年度 平成26年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
商 工
土 木

1
14
2
17
9
7
2
3

1
15
2
17
8
7
2
3

　　0
　　1
　　0
　　0
△　1
　　0
　　0
　　0

・滞納整理機構派遣に伴う職員増

・退職者不補充

小 計 55 55 　　0 (参考）人口１万人当たり職員数 127.26人
※類似団体の人口１万人当たりの職員数 172.33人

特
別
行
政

部　
　

門

教 育 11 9 △　2 ・欠員不補充（退職者・臨時対応）
小 計 11 9 △　2

小　　　計 66 64 △　2 (参考）人口１万人当たり職員数 148.08人
※類似団体の人口１万人当たりの職員数 207.11人

特
別
会
計

部　
　

門

病　　　院
水　　　道
そ　の　他

12
1
6

12
1
7

　　0
　　0
　　1 ・後期高齢者医療広域連合派遣に伴う職員増

小　　　計 19 20 　　1

合　　　　　計 85
［125］

84
［125］

△　1

６　職員数の状況
　⑴　部門別職員数の状況と主な増減理由 （平成26年４月１日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　  ２　［　　］内は、条例定数の合計です。

　⑵　年齢別職員構成の状況（平成26年４月１日現在）

区 分 20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳

60歳
以上 計

職員数 　　人
1

　　人
3

　　人
7

　　人
4

　　人
6

　　人
10

　　人
15

　　人
9

　　人
8

　　人
11

　　人
9

　　人
0

　　人
83

（注）教育長を除く。

人 人 人

　⑶　職員数の推移
年　度　

　部門別 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 過去５年の増減数/率

一 般 行 政 56 53 53 52 55 55 △ 1 △1.79%
教　　　 育 9 9 10 10 11 9 0 0.00%
普 通 会 計 65 62 63 62 66 64 △ 1 △1.54%
特 別 会 計 計 20 19 19 19 19 20 　0 0.00％
総　 合　 計 85 81 82 81 85 84 △ 1 △1.18%

0

2

4

6

8

10

12

14

16

構成比

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。
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入札日 工事（業務）名 工事（業務）概要 施行場所
（納入場所） 種　別 落札業者 落札金額 所管課

H26.10.21
松野町農林公社発芽室・養生室改修
工事

発芽室１台、養生室２台（電気工事・給排水工事・パネル組立等工
事一式、既設施設解体処理工事一式）

吉　野 建　築 三菱農機㈱ 31,136,400
農林課
（現 森の国
創生課）

H26.10.21 松野町舗装修繕計画策定業務委託 路面性状調査及び修繕計画策定（延長Ｌ＝29.6㎞） 町　内 その他 ㈱パスコ 5,745,600 建設環境課

H26.10.21 不法投棄監視カメラ購入事業
カメラ本体、赤外線投光器、収納ボックス、記録装置、ソーラーパネル、
バッテリー、画像閲覧ビューアー購入及び取付一式

富　岡 電　気 松本電気 1,917,000 建設環境課

H26.10.21 目黒消防車庫建築工事 建築工事、電気設備、機器工事等 目　黒 建　築 山本工務店 3,877,200 総務課

H26.10.21 町道葛川富岡線改良工事
Ｌ＝108.44ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ、土工一式、擁壁工一式、ブロック
積工一式、排水工一式

吉　野 土　木 金谷建設㈴ 23,461,606 建設環境課

H26.10.21 町道上目黒浅辺線改良工事
Ｌ＝53.00ｍ、Ｗ＝4.0（5.0）ｍ、土工一式、ブロック積工一式、排
水工一式、防護柵工一式

目　黒 土　木 下田建設㈲ 22,542,912 建設環境課

H26.11.21 薬草栽培用農機具購入事業
一輪管理機（畝立機）１台、振動式掘り取り機１台、種子籾用動力
脱穀機１台、噴射式洗浄機１台

吉　野 物品購入 愛媛三菱農機販売㈱ 2,244,000
農林課
（現 森の国
創生課）

H26.11.21 面谷がけ崩れ防災対策工事
法覆コンクリート　Ｌ＝16ｍ、石積工　Ａ＝122㎡、２号Ｕ型水路　
Ｌ＝16ｍ、ストンガ－ド　Ｌ＝16ｍ、仮設防護柵　Ｌ＝16ｍ

上家地 土　木 南予開発㈲ 10,615,364 建設環境課

H26.12.22 本村橋橋梁補修調査設計業務委託 橋梁補修調査設計　Ｎ＝１橋 奥野川 その他
㈱荒谷建設コンサル
タント　宇和島事務
所

2,376,000 建設環境課

H26.12.22 町道豊岡永野市線舗装修繕工事 Ｌ＝185.00ｍ　Ｗ＝5.4ｍ、舗装工　Ａ＝999㎡ 豊　岡 舗　装 宇和島道路舗装㈱ 4,428,000 建設環境課

H26.12.22 丸身農地災害復旧工事 フトン篭２段積　Ｌ＝24ｍ、盛土復旧工　Ｖ＝13㎥ 吉　野 土　木 ㈲吉本庭園 516,240
農林課
（現 森の国
創生課）

H26.12.22
奥野川１－18集落・避難路保全斜面
地震対策工事

法覆コンクリート　Ｌ＝８ｍ、石積工　Ａ＝67㎡、Ｕ型水路　Ｌ＝
８ｍ、ストンガ－ド　Ｌ＝27ｍ、仮設防護柵　Ｌ＝８ｍ

奥野川 土　木 藤岡建設 7,344,000 建設環境課

H26.12.22
面谷集落・避難路保全斜面地震対策
工事

法覆コンクリート　Ｌ＝17ｍ、石積工　Ａ＝31㎡、１号Ｕ型水路　
Ｌ＝２ｍ、２号Ｕ型水路　Ｌ＝10ｍ、ストンガ－ド　Ｌ＝13ｍ、仮
設防護柵　Ｌ＝12ｍ

上家地 土　木 ㈲吉本庭園 7,331,609 建設環境課

H26.12.22
蕨生２－８集落・避難路保全斜面地
震対策工事

法覆コンクリート　Ｌ＝20ｍ、石積工　Ａ＝109㎡、Ｕ型水路　Ｌ＝
20ｍ、ストンガ－ドＬ＝24ｍ、仮設防護柵　Ｌ＝20ｍ

蕨　生 土　木 ㈲山口建設 12,052,290 建設環境課

H27.１.20
森の国ぽっぽ温泉循環配管等化学洗
浄業務委託

循環配管等の化学洗浄業務 松　丸 その他 ㈱ヨコハタ 1,188,000
企画振興課
（現 森の国
創生課）

H27.１.20 松野中学校屋外便所・倉庫建設工事
松野町立松野中学校における屋外便所・倉庫の建設（木造、延べ床
面積74.64㎡）

延野々 建　築 ㈲太田工務店 8,078,400 教育課

Informationお し ら せ

平成26年₁₀月～平成27年１月までの入札結果の概要
単位：円

※平成27年２月、３月は入札案件なし
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所管課 工事の名称 工事実施場所 工事期間 工事
種別 工事の概要 入札及び

契約の方法

入札を行う時期
備考第１四半期

（４月～６月）
第２四半期
（７月～９月）

第３四半期
（10月～12月）

第４四半期
（１月～３月）

教　育　課 松野中学校体育館周辺舗装
事業

松野町大字延
野々 ４月～７月 舗装 舗装工　Ａ＝733㎡ 指名競争入札 ○

中央診療所
保健福祉課

中央診療所・保健センター
電話機等改修事業

松野町大字延
野々 ６月～７月 その他 電話交換機の更新、付帯工事一

式　外 指名競争入札 ○

建設環境課 小集落改良住宅松丸第２団
地テラス設置事業

松野町大字松
丸 ６月～９月 建築 テラス設置工事一式（７戸） 指名競争入札 ○

総　務　課
（危機管理室） 蕨生消防団詰所建築事業 松野町大字蕨

生 ８月～12月 建築
建築工事一式、電気設備工事一
式、機械設備工事一式、外構工
事一式　外

指名競争入札 ○

森の国創生課 携帯電話等エリア整備事業
基盤工事

松野町大字富
岡 ７月～１月 土木

基礎工事一式、コンクリート柱
工事一式、外構工事一式、電気
設備工事一式

指名競争入札 ○

森の国創生課 携帯電話等エリア整備事業
無線部工事

松野町大字富
岡 ９月～１月 その他 屋外設置無線基地局装置、通信

線配線　外 指名競争入札 ○

森の国創生課 西の川地区農道整備事業 松野町大字目
黒 ９月～12月 土木 土工一式　外 指名競争入札 ○

森の国創生課 ぽっぽ温泉大規模改修事業 松野町大字松
丸 ９月～３月 建築

建築工事一式、電気設備工事一
式、給排水設備工事一式、設備
機器工事一式、換気・空調工事
一式

指名競争入札 ○

森の国創生課 県境トイレ整備事業 松野町大字吉
野 ９月～３月 建築

建築工事一式、外構工事一式、
サイン工事一式　外
公衆トイレ（木造平屋建）

指名競争入札 ○

建設環境課 町道葛川富岡線改良工事 松野町大字吉
野 ９月～２月 土木 Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ

土工一式　外 指名競争入札 ○

建設環境課 町道上目黒浅辺線改良工事 松野町大字目
黒 ９月～２月 土木 Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝4.0（5.0）ｍ

土工一式　外 指名競争入札 ○

建設環境課 橋梁修繕工事 松野町大字 ９月～２月 土木 橋梁修繕一式（３橋） 指名競争入札 ○

建設環境課 舗装修繕工事 松野町大字 ９月～２月 土木 舗装修繕一式（２路線：993ｍ） 指名競争入札 ○

建設環境課 奥野川１－17がけ崩れ防災
対策工事

松野町大字奥
野川 ８月～12月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝15.0ｍ、

排水工一式　外 指名競争入札 ○

建設環境課 面谷集落・避難路保全斜面
地震対策工事

松野町大字上
家地 ８月～12月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝15.0ｍ、

排水工一式　外 指名競争入札 ○

建設環境課 富岡７－９集落・避難路保
全斜面地震対策工事

松野町大字富
岡 ８月～12月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝14.0ｍ、

排水工一式　外 指名競争入札 ○

建設環境課 蕨生２－12集落・避難路保
全斜面地震対策工事

松野町大字蕨
生 ８月～12月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝12.0ｍ、

排水工一式　外 指名競争入札 ○

建設環境課 目黒９－５集落・避難路保
全斜面地震対策工事

松野町大字目
黒 ８月～12月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝23.0ｍ、

排水工一式　外 指名競争入札 ○

教　育　課 史跡河後森城跡環境整備工
事

松野町大字松
丸・富岡 ８月～12月 土木 史跡公園としての環境整備工事

一式 指名競争入札 ○

建設環境課 富岡７－16がけ崩れ防災対
策工事

松野町大字富
岡 11月～３月 土木 法覆コンクリート　Ｌ＝23.0ｍ、

排水工一式　外 指名競争入札 ○

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

平成27年度公共工事の発注の見通しについて
　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）第７条及び同法施行令（平成13年
政令第34号）第５条の規定に基づき、松野町において発注することが見込まれる工事について、工事の名称、概要、
入札を行う時期などの公共工事の発注見通しに関する事項を公表します。
　この公表における公共工事は、250万円を超えると見込まれるものが対象です。
※ ここに公表する内容は、公表時点での予定であるため、実際に発注する工事が公表内容と異なる場合、またはここに公表され
ていない工事が発注される場合があります。

平成27年４月１日現在
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
₁₁
日
㈪　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
（
山
﨑
ル
リ
子
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
₁₁
日
㈪　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
５
月
₁₁
日
㈪　

10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
、
山
﨑

ル
リ
子
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
行
政

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞

き
し
皆
さ
ん
と
役
所
等
の
間
に
立
ち
、
公
平
・
中
立
的
立
場

で
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。　
　

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）

・
身
体
障
害
者
相
談
員　
　

有
馬　

義
幸
（
吉
野
）

・
知
的
障
害
者
相
談
員　
　

水
野　

佳
子
（
松
丸
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
か
ら
相
談
を
受
け
る
た
め
、

町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
地
域
で
の

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
に
つ
い
て
お
悩
み
の
人

は
障
害
者
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
福
祉
課　

障
害
者
福
祉
担
当

☎
42
・
０
７
０
８

行
政
相
談
委
員
が
変
わ
り
ま
す
。

松
野
町
の
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障

害
者
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
！

平
成
27
年
度　
愛
媛
県
植
樹
祭

　
（
公
財
）
愛
媛
の
森
林
基
金
と
松
野
町
と
の
共
催
に
よ
り
、

緑
化
思
想
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
愛
媛
県
植
樹
祭
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】
５
月
９
日
㈯　

13
時
〜

【
場　
　

所
】
松
野
町
立
松
野
中
学
校

【
内　
　

容
】
式
典
（
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
・
緑
の
少
年
隊
活
動

発
表
等)

、
記
念
植
樹

【
問
い
合
わ
せ
先
】

森
の
国
創
生
課
農
林
振
興
グ
ル
ー
プ
（
植
樹
祭
担
当
）

☎
42
・
１
１
１
４

　

３
万
株
約
25
万
本
の
花
菖
蒲
が
咲
き
競
い

初
夏
の
庭
園
を
彩
り
ま
す
。
５
月
30
日
か
ら

６
月
７
日
は
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ

れ
る
ほ
か
、
土
日
に
は
お
茶
会
な
ど
の
催
し

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
期　
　

間
】

５
月
23
日
㈯
か
ら
６
月
７
日
㈰
ま
で

【
開
園
時
間
】
９
時
〜
17
時

【
料　
　

金
】
大
人
３
０
０
円
、
小
人
１
５
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】
南
楽
園
（
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
）

☎
32
・
３
３
４
４

南
楽
園
花
菖
蒲
ま
つ
り
開
催
概
要

県
管
理
道
路
の
除
草
委
託
事
業
の
お
知
ら
せ

　

県
は
、
市
町
内
の
県
管
理
道
路
の
除
草

（
草
刈
り
）
を
自
治
会
、
婦
人
会
、
老
人
会

な
ど
の
団
体
に
有
償
で
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
県
管
理
道
路
】（
国
）３
８
１
号
、
県
道

【
募
集
締
切
】
５
月
29
日
㈮
ま
で

【
委
託
条
件
な
ど
】

○
草
刈
面
積
が
１
，
０
０
０
㎡
以
上
。

○ 

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
。（
保
険
料
は
委
託
料
に
含
め
て
お

支
払
し
ま
す
。）

○
原
則
、
年
１
回
の
草
刈
り
。

○
複
数
の
団
体
で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

○ 

実
施
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
い
で
決
定
し
ま
す
。

【
委
託
料
支
払
】
草
刈
り
完
了
後
、
10
日
以
内
に
現
地
確
認
し
、

ご
存
知
で
す
か
？　
民
生
委
員・児
童
委
員

　

生
活
上
の
心
配
ご
と
、困
り
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
相

談
内
容
の
秘
密
は
守
り
ま
す
）

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

地
域
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
地
域
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

地
域
を
見
守
り
、
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
、
専
門

機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
で
す
。

●
主
任
児
童
委
員
と
は

　

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。

　

松
野
町
で
は
、
20
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
各
担
当

地
区
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
随
時
掲
載
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
民
課　

☎
42
・
１
１
１
３

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
支
給
の
お
知
ら
せ

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
次
の
と
お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】
４
月
１
日（
基
準
日
）に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」等
を
受
け
る
人（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い

場
合
に
、次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

１ 　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
の 

①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

　

 （
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、 

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。）

４ 　

上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
、
姪
等
）

　

 （
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。）

【
支
給
内
容
】
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

【
請
求
期
間
】
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

【
受
付
窓
口
】
町
民
課
（
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
担
当
課
）

実
施
面
積
に
応
じ
て
県
が
定
め
た
金
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
南
予
地
方
局
建
設
部
道
路
課

☎
22
・
５
２
４
０
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

お
買
い
も
の
に
お
得
な
商
品
券
が

２
種
類
発
行
さ
れ
ま
す
。

●
愛
顔
の
え
ひ
め
商
品
券

【
商
品
券
の
内
容
】

・ 

１
，
０
０
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　松野町では、４月１日より「松野町定住促進条例」を一部改正し奨励策を拡充しました。本町に定住する人の応
援策として活用されることを願っています。

奨励措置の種類と資格要件

①定住住宅建築奨励金 １件あたり　1,000,000円
・ 町外から本町に生活の拠点を移して定住し、転入後３
年以内に住宅を新築又は新築住宅を購入した人ただ
し、本町から転出して１年以内に再転入した人を除く。

・  満年齢40歳未満の人で、夫婦又は子どもを養育してい
る２人以上の世帯の世帯主であること。

　（その他、面積等の要件等があります。）

②結婚祝金 １件あたり　100,000円
・ 結婚の届出をし、３箇月以内に夫婦ともに町内に生活
基盤を置き住民基本台帳に登録された場合

③出産祝金
　第１子・第２子　  100,000円　第３子 500,000円
　第４子　　　　　700,000円　第５子以上 1,000,000円
・ 町内に生活基盤を置き、かつ、住民基本台帳に記録さ
れた人が子を出産し６ヶ月以上養育した場合

①～③共通の資格要件

・  本町に永住し、又は10年以上にわたって居住する意志
を持つ人
・ 公租・公課の義務を履行している人

【問い合わせ先】森の国創生課　☎42－1116

「愛媛県福祉総合支援センター」の開設について
　愛媛県では、中央児童相談所、婦人相談所、身体障害者更生相談所、知的障害者更生相談所の４機関を統合し、
平成27年４月１日から、「愛媛県福祉総合支援センター」として業務を開始しています。
　また、あわせて、東予児童相談所及び南予児童相談所についても、婦人相談員による相談業務を行うこととし、「子
ども・女性支援センター」に改称しました。
　住民からの福祉に関する様々な相談（子どもに関すること、女性に関すること、障がいのある人に関すること）
については、ご本人だけでなく、知り合いの人の相談についても受け付けていますので、ご利用ください。

松野町でも相談窓口を設けていますので、あわせてご利用ください。
担　当　課 所　在　地 連　絡　先

保健福祉課
　（障がいのある人に関すること）

〒798-2102
松野町大字延野々1406番地４
松野町保健センター内

ＴＥＬ（0895）42－0708
ＦＡＸ（0895）42－1550

町民課
　（子ども、女性に関すること）

〒798-2192
松野町大字松丸343番地

ＴＥＬ（0895）42－1113
ＦＡＸ（0895）42－1119

センター名 所　在　地 連　絡　先
福祉総合支援センター
　子ども、女性、障がいのある人
　に関すること

〒790-0811
松山市本町７丁目２愛媛県総合保
健福祉センター内

ＴＥＬ（089）922－5040
ＦＡＸ（089）923－9234

東予子ども・女性支援センター
　（子ども、女性に関すること）

〒792-0825
新居浜市星原町14-38

ＴＥＬ（0897）43－3000
ＦＡＸ（0897）43－3004

南予子ども・女性支援センター
　（子ども、女性に関すること）

〒798-0060
宇和島市丸之内３丁目１番19号

ＴＥＬ（0895）22－1245
ＦＡＸ（0895）22－2020

（ ）

松野町定住促進条例の一部改正について
定住住宅建築・結婚・出産の奨励制度で応援します！
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Informationお し ら せ

～予防接種のお知らせ～ 保健福祉課　　☎42－0708

子どもの予防接種
　予防接種で使うワクチンには、生ワクチンと不活化ワクチンがあり、それぞれのワクチンにより接種時期や
接種間隔が異なります。かかりつけの医師と相談しながら接種を受けましょう。

予防接種一覧表（平成₂₇年４月１日現在）

予防接種の種類 対象年齢と接種回数 標準的な接種年齢
（接種開始年齢）

ヒブ 生後２月から60月に至るまで
接種開始年齢により１～４回 ２～７月までに接種開始

小児用肺炎球菌 生後２月から60月に至るまで
接種開始年齢により１～４回 ２～７月までに接種開始

ジフテリア（Ｄ）
百日せき（Ｐ）
破傷風（Ｔ）
ポリオ（ＩＰＶ）

１期
ＤＰＴ-ＩＰＶ（四混）
ＤＰＴ（三混）
ＤＴ（二混），ＩＰＶ

生後３月から90月に至るまで
１期初回：20日以上の間隔で３回
１期追加：１期初回終了後６月以上で１回

生後３月～12月
１期初回終了後12～18月で

２期 ＤＴのみ 11歳以上13歳未満 11歳～12歳
ＢＣＧ 生後１歳に至るまでに１回 ５～８月に達するまで

麻しん（はしか）および風しん（ＭＲ）
１期 生後12月から24月に至るまでに１回
２期 小学校就学前の１年間に１回

水痘 生後12月から36月に至るまで
３月以上の間隔で２回

生後12～15月に１回目接種
後、６～12月の間隔で２回
目を接種

日本脳炎※ １期
生後６月から90月に至るまで
１期初回：６日以上の間隔で２回
１期追加：１期初回終了後６月以上

３～４歳に達するまで
４～５歳に達するまで

２期 ９歳以上13歳未満に１回 ９～10歳に達するまで

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん）

小学６年生～高校１年生
２価：１月以上の間隔で２回接種し、１回

目の接種から５月以上、かつ２回目
の接種から２月半以上に１回

４価：１月以上の間隔で２回接種した後、
３月以上に１回

中学１年生

※日本脳炎：平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの人は、20歳を迎えるまでにいつでも接種を受けることができます。

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種
実施期間　平成27年４月１日～平成28年３月31日
接種費用（自己負担額）4,000円　＊生活保護受給中の人は無料
　　平成27年度の対象者は、下表１の年齢の人または下表２の条件を満たす人です。
　 　対象となる人には４月上旬にお知らせをお送りしています。同封の説明書をご覧いただき、接種を希望さ
れる方は実施医療機関で接種を受けて下さい。

（表１）

（表２）

年齢 生年月日 年齢 生年月日 年齢 生年月日
65 Ｓ25. ４. ２～Ｓ26. ４. １ 80 Ｓ10. ４. ２～Ｓ11. ４. １ 95 Ｔ９. ４. ２～Ｔ10. ４. １
70 Ｓ20. ４. ２～Ｓ21. ４. １ 85 Ｓ５. ４. ２～Ｓ６. ４. １ 100 Ｔ４. ４. ２～Ｔ５. ４. １
75 Ｓ15. ４. ２～Ｓ16. ４. １ 90 Ｔ14. ４. ２～Ｔ15. ４. １

接種日現在に60～64歳で、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に日常生活活動が極度に制限される程
度の障害を有する人及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能
な程度の障害を有する人（身体障害者手帳１級相当）
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ
　平成27年度の健康診査・各がん検診の日程は、次の表のとおりになります。
　自分の健康状態を把握するためにも、年に１度は受診しましょう。

平成27年度　各がん検診・健康診査日程予定表
子宮頸がん検診

肺がんＣＴ検診

日　程 場　　　所
５月25日㈪ 松野町保健センター
　　26日㈫ 吉野生交流促進センター
　　27日㈬ 目黒基幹集落センター
　　29日㈮ 松野町保健センター
10月14日㈬ 松野町保健センター

日　程 場　　　所
11月12日㈭ 吉野生交流促進センター（午後）
　　13日㈮ 目黒基幹集落センター（午前）
　　13日㈮ 松野町保健センター（午後）
　　20日㈮ 松野町保健センター

乳がんマンモ検診
日　程 場　　　所
６月２日㈫ 目黒基幹集落センター（午前）
　　２日㈫ 松野町保健センター（午後）
　　４日㈭ 吉野生交流促進センター
　　５日㈮ 松野町保健センター
９月２日㈬ 松野町保健センター

「骨量測定あり」
11月３日㈫ 松野町保健センター（午前）

（休日健診と同時）

健　康　診　査　日　程

日　程 場　　　所
６月１日㈪ 松野町コミュニティセンター
　　17日㈬ 森の国ふれあいセンター
　　29日㈪ 豊　岡　前　公　民　館
７月３日㈮ 松　野　町　隣　保　館
７月30日㈭ 松　野　南　小　学　校　　31日㈮
９月９日㈬ 奥野川住民センター
　　10日㈭ 蕨　生　集　会　所
10月６日㈫ 富　岡　公　民　館
　　７日㈬ 上　家　地　集　会　所
　　19日㈪ 吉野生交流促進センター　　20日㈫
　　26日㈪ 延　野　々　集　会　所
11月１日㈰ 保　健　セ　ン　タ　ー※休日健診11月３日㈫

（健康診査・胃がん・大腸がん・前立腺がん・胸部検診）

※保健師の地区担当が次のようになります。
豊岡後・富岡・上家地 上本　惠子
松丸・延野々・豊岡前 沖野　健治
目黒・吉野・蕨生・奥野川 瀧本　由紀

　地区担当が中心となりますが、全体で対応させて
いただきますので健康に関することなど、何か相談
したいことなどありましたら、お気軽に声をかけて
ください。

★大腸がん検診については、当日回収のみとなりま
すので事前申し込みが必要です。
　２月に実施しましたがん検診希望調査で希望をし
ている人には、事前送付させていただきます。また、
調査時には希望がなかった人も健診前にご連絡いた
だきましたら送付させていただきます。

診療所からのお知らせ
医師の研修に伴い５月から外来診療の一部を変更します。

月 火 水 木 金 土・日・祝日

検　査 随　時　、予約制

休　診
午　

前

１診 大　野 県立中央
病院医師 休　診 大　野 大　野

２診 越　智 大　野 越　智 越　智 越　智

午
後 診察 交　代 県立中央

病院医師
西予市民
病院医師 交　代 交　代

受付時間　７時～11時30分　　12時～17時

診療時間　９時～12時　　　　14時～17時15分

休 診 日　土曜・日曜・祝祭日・年末年始

※その他変更になる場合は、診療所内の掲示、回覧等でお知らせします。
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５月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 金 可葛川以外町内全域
古松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

２ 土

３ 日 滑床自然観察登山 当市立宇和島病院外科☎25-1111
当市立宇和島病院内科☎25-1111

当市立宇和島病院小児科☎25-1111
当市立吉田病院☎52-0611

４ 月 当  JCHO宇和島病院外科☎22-5616
当  JCHO宇和島病院内科☎22-5616

当山下小児科☎23-0055
当旭川荘南愛媛病院☎45-1101 可葛川以外町内全域

５ 火 当しませ医院☎27-1888
当和霊町松浦内科☎23-1510

当上田小児科・外科☎25-0100
当市立津島病院☎32-2011 不豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

６ 水 当藤田整形外科医院☎22-5635
当田中循環器科内科☎22-0504

当こおり小児科☎24-5633
当町立北宇和病院☎45-1221

可上家地以外町内全域
古豊岡 ･延野々 ･富岡 ･目黒 ･上家地

７ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

８ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

９ 土

10 日 当ますだクリニック☎23-6611
当宇都宮内科胃腸科☎25-7228

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当篠原医院☎45-3370

11 月 可葛川以外町内全域

12 火 狂犬病予防注射 (吉野 ･蕨生 ･松丸 ･  延野々 ･奥野川) 不豊岡・延野々・富岡・目黒

13 水 狂犬病予防注射（豊岡前・富岡・上家地・目黒・豊岡後・延野々（五郎丸）・松丸）
粗大ごみ収集日／奥野川住民センター

可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

14 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

15 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

16 土

17 日 当鎌野病院☎24-6611
当松澤循環器科内科☎25-5858

当こばやし小児科☎23-1150
当富山医院☎45-0360

18 月 可葛川以外町内全域

19 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

20 水 粗大ごみ収集日／蕨生集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

21 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

22 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

23 土

24 日 当河野整形外科クリニック☎22-1822
当笹岡内科☎24-3886

当山下小児科☎23-0055
当大野内科医院☎45-0141

25 月 可葛川以外町内全域

26 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

27 水 粗大ごみ収集日／吉野生公民館 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

28 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

29 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

30 土

31 日 当友松外科・胃腸科☎22-0410
当わたなべハートクリニック☎25-1717

当こおり小児科☎24-5633
当鬼北町国保愛治診療所☎46-0005

当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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